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12
月
31
日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら
田
無
神
社
境
内
に
お
い

て
「
大
晦
日
の
大
祓
式
」
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。
普
段
暮

ら
し
て
い
る
土
地
の
神
様
に
対
し
て
、
無
事
に
過
ご
せ
て

い
る
こ
と
へ
の
感
謝
を
お
伝
え
し
、
半
年
間
の
罪
と
穢
れ

を
祓
い
落
と
し
ま
す
。

※

ご
予
約
は
必
要
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ど
な
た
様
で
も
ご
参

列
で
き
ま
す
。

大
祓
式
は
伊
弉
諾
神
の
禊
祓
い
を
起
源
と
し
、
宮
中
に
お

い
て
も
、古
く
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。中
世
以
降
、

各
神
社
で
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
普
及
し
、
現
在
で
は

多
く
の
神
社
の
恒
例
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
に
二
度
お
こ
な
わ
れ
、
六
月
の
大
祓
を
夏
越
の
祓
と
呼

び
ま
す
。
十
二
月
の
大
祓
は
年
越
の
祓
と
も
呼
ば
れ
、
新

た
な
年
を
迎
え
る
た
め
に
心
身
を
清
め
る
祓
い
で
す
。

私
た
ち
が
日
常
生
活
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
お
か
し

た
罪
穢
れ
や
禍
を
一
年
の
半
分
に
あ
た
る
12
月
31
日
に
形

代
（
人
形
）
に
移
し
て
祓
い
除
き
、
身
も
心
も
清
々
し
く

健
康
で
幸
せ
な
生
活
を
願
い
ま
す
。

形
代
（
人
形
）
に
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
を
ご

記
入
の
う
え
、
ご
自
分
の
身
体
を
撫
で
清
め
、
息
を
３
度
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ふ
き
か
け
ま
す
。
形
代
（
人
形
）
入
れ
の
袋
に
ご
住
所
お

名
前
を
ご
記
入
の
う
え
、
社
務
所
ま
で
お
持
ち
下
さ
い
。

形
代
（
人
形
）
は
、
12
月
31
日
（
土
）
午
後
３
時
よ
り
行

わ
れ
る
祭
典
に
お
い
て
、
浄
火
に
て
お
焚
き
上
げ
し
ま
す
。

形
代
（
人
形
）
は
社
務
所
に
て
12
月
１
日
（
木
）
よ
り
無

料
で
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

※

形
代
（
人
形
）
は
郵
送
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

①

田無神社社報 （令和5年1月1日発行）

大
晦
日
大
祓
式

令
和
４
年
12
月
31
日（
土
）  

午
後
３
時
斎
行

「
大
晦
日
大
祓
式
」と
は

「
形
代（
人
形
）の
配
布
」

つ
み 

け
が

わ
ざ
わ
い



感染症に関わる健康チェック 臨時祈祷殿

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
さ
れ

た
皆
様
と
感
染
拡
大
に
よ
り
生
活
に
影

響
を
受
け
ら
れ
て
い
る
地
域
の
皆
様
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

田
無
神
社
で
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
を

防
ぐ
た
め
に
、
感
染
の
防
止
策
を
講
じ

て
い
き
ま
す
。参
拝
者
の
皆
様
の
健
康
・

安
全
面
を
第
一
に
考
慮
し
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
ゆ
と
り
を
も
っ
た
ご
参
拝
を
」

例
年
、
田
無
神
社
で
は
、
正
月
三
が

日
に
10
万
人
の
参
拝
者
が
訪
れ
、
境
内

に
続
く
表
参
道
は
長
い
行
列
が
で
き
ま

す
。
三
が
日
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、

１
月
１
日（
元
日
）〜
２
月
２
日
（
節
分

前
日
）
ま
で
を
初
詣
の
期
間
と
捉
え
て

い
た
だ
き
、
人
出
が
集
中
し
な
い
よ
う
、

ゆ
と
り
を
も
っ
た
分
散
参
拝
に
ご
協
力

い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
ご
祈
祷
は
境
内
で
密
を
避
け
る
」

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
１
月
１
日
（
日
）
か
ら
２
月
５
日

（
日
）
の
期
間
、
境
内
に
ト
ラ
ス
テ
ン

ト
を
設
置
し
ま
す
。
108
平
方
メ
ー
ト
ル

の
大
型
テ
ン
ト
に
は
最
大
60
人
が
距
離

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）
を
保

っ
て
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
換
気
し

な
が
ら
、
密
を
避
け
参
拝
者
相
互
の
距

離
を
と
っ
て
新
年
祈
祷
を
ご
斎
行
い
た

し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お
参
り
く
だ

さ
い
。
万
一
、
感
染
者
が
発
生
し
た
場

合
に
備
え
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

十
分
注
意
し
、
参
拝
者
の
受
付
表
を
適

切
に
管
理
い
た
し
ま
す
。

「「
不
特
定
多
数
の
接
触
を
避
け
る
」

⒜
当
面
の
間
、
手
水
の
柄
杓
を
撤
去
し

ま
す
。
手
水
鉢
の
流
水
に
手
を
さ
し

の
べ
、
直
接
水
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

⒝
拝
殿
手
前
に
設
置
さ
れ
て
い
た
鈴
緒

を
撤
去
し
、
一
時
的
に
使
用
を
停
止

し
ま
す
。

⒞
複
数
の
人
の
手
が
触
れ
る
箇
所
や
物

品
を
定
期
的
に
消
毒
し
ま
す
。

「
縁
起
物
は
12
月
か
ら
頒
布
開
始
」

⒜
分
散
参
拝
の
観
点
か
ら
、
破
魔
矢
な

ど
の
縁
起
物
を
令
和
４
年
12
月
１
日

（
木
）
よ
り
頒
布
い
た
し
ま
す
。

⒝
受
付
や
授
与
所
に
透
明
ビ
ニ
ー
ル
カ

ー
テ
ン
を
設
置
し
、
飛
沫
感
染
を
予

防
し
ま
す
。

初
詣
に
あ
た
り
、
次
の
症
状
が
あ
る

場
合
、
又
は
感
染
者
と
の
濃
厚
接
触
が

６
日
以
内
に
あ
っ
た
方
は
、
ご
参
拝
を

ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

・
の
ど
が
痛
い

 

・
咳
や
痰
ど
ち
ら
か
、ま
た
は
両
方
で
る

・
鼻
水
が
で
る
（
鼻
づ
ま
り
が
あ
る
）

・
匂
や
味
が
わ
か
ら
な
い

 

・
か
ら
だ
が
だ
る
い（
か
ら
だ
が
お
も
い
）

・
発
熱
（
37
・
５
℃
以
上
）

 

・
息
苦
し
さ
が
あ
る（
い
つ
も
と
ち
が

う
苦
し
さ
）

・
一
緒
に
住
ん
で
い
る
家
族
に
熱
や
だ

る
さ
な
ど
で
具
合
の
悪
い
人
が
い
る

（令和5年1月1日発行） 

②

境
内
に
お
け
る
感
染
を
予
防
す
る

為
の
具
体
的
な
対
策

田
無
神
社
年
末
年
始
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

⑴ 

分
散
参
拝

⑶ 
手
水
と
鈴
緒

⑷ 

破
魔
矢
・
授
与
品

⑸
ご
祈
祷
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て

⑵ 

ご
祈
祷



二万円以上

一万円

五千円

一尺五寸お札、五龍神御幣、お神酒
（2月～11月）、絵馬、お守り、
祈り箸（初宮参りは歯固め石）

一尺二寸お札、五龍神御幣、絵馬、
お守り、祈り箸（初宮参りは歯固め石）

八寸お札、絵馬、お守り、
祈り箸（初宮参りは歯固め石）

初穂料 授与品

正月破魔矢

令和5年　五龍神方位除け早見表

一楽萬開札令和5年　厄除け早見表（年齢は数え年）

１
月
１
日
（
土
）

（
夜
間
）
午
前
０
時
か
ら
午
前
２
時

（
昼
間
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

１
月
２
日
（
月
）〜
１
月
５
日
（
木
） 

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

１
月
６
日
（
金
）
以
降

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

　
令
和
４
年
11
月
23
日
か
ら
令
和
５
年

２
月
３
日
の
期
間
に
田
無
神
社
一
番
札

「
一
楽
萬
開
札
」
を
授
与
し
ま
す
。
そ

の
年
の
吉
方
（
令
和
５
年
は
南
）
に
お

祀
り
下
さ
い

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
し
て
い
る
状
況
を
受
け
、
参
拝
者
の

健
康
・
安
全
面
を
考
慮
し
た
結
果
、
２

月
３
日
（
金
）
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ

っ
た
節
分
祭
の
豆
打
ち
を
中
止
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
参
拝
者
の
皆
様

の
健
康
・
安
全
面
を
第
一
に
考
慮
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※

年
男
・
年
女
の
厄
除
け
祈
祷
は
通
常

通
り
承
り
ま
す

田
無
神
社
で
は
「
厄
除
開
運
・
家
内
安
全
・
健
康
長
寿
・
合
格
祈
願
・
社
運
隆
昌
・

商
売
繁
盛
・
五
龍
神
方
位
除
」
等
の
新
春
特
別
祈
願
を
執
り
行
い
ま
す
。
年
の
初
め

の
一
番
祈
願
に
本
年
の
願
い
を
込
め
て
ご
祈
祷
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

田無神社社報

③

令
和
５
年
新
春
特
別
祈
願

ご
祈
祷
時
間
の
ご
案
内

令
和
５
年

「
一
楽
萬
開
札
」
頒
布
開
始

節
分
祭

ご祈祷の初穂料と授与品



西
東
京
市
を
は
じ
め
全
国
の
皆
さ
ま

か
ら
数
多
く
の
作
品
（
応
募
総
数
117
作

品
）
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
作
品

を
令
和
４
年
９
月
13
日
（
火
）
に
漫
画

家
ク
ロ
マ
ツ
テ
ツ
ロ
ウ
氏
、
切
絵
作
家

小
出
蒐
氏
に
よ
る
選
考
委
員
会
に
て
厳

正
な
審
査
を
行
い
入
賞
４
名
、
入
選
30

名
を
選
出
い
た
し
ま
し
た
。
入
賞
者
４

名
の
作
品
を
令
和
５
年（
２
０
２
３
年
）

田
無
神
社
絵
馬
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
採
用

し
、
お
正
月
の
前
後
に
絵
馬
と
し
て
奉

製
（
４
体
合
計
４
８
０
０
体
）
い
た
し

ま
す
。

展
示
会

⑴
令
和
４
年
10
月
３
日
（
月
）
13
時
か

ら
10
月
７
日
（
金
）
17
時
ま
で
の
間
、

ア
ス
タ
２
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
に
て

田
無
神
社
絵
馬
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
品
な
ら
び
に
入
選
作
品
の

展
示
会
を
行
い
ま
し
た
。

⑵
令
和
５
年
１
月
１
日
（
日
）
か
ら
１

月
９
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
田
無
神

社
境
内
に
入
賞
作
品
４
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

金賞　クロマツテツロウ賞
中薗  有世様

大賞
榎戸  朋美様

J：COM賞
佐藤　 快星様

金賞　小出 蒐賞
栗林  陽光様

第
６
回
田
無
神
社

干
支
絵
馬

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

結
果
発
表

（令和5年1月1日発行） 

④



田無神社社報

⑤



御
遷
座
三
五
〇
年
大
祭
は
、
令
和

２
年（
２
０
２
０
）10
月
11
日
に
総
代
・

世
話
人
参
列
の
も
と
斎
行
さ
れ
、
目

出
度
く
納
め
ら
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る

状
況
下
で
あ
っ
た
が
、
社
殿
内
で
執

り
行
わ
れ
る
祭
典
は
感
染
の
防
止
策

を
講
じ
た
上
で
、
滞
り
な
く
行
わ
れ
た
。

前
日
か
ら
の
大
雨
は
祭
典
の
数
時
間

前
ま
で
降
り
続
き
、
生
き
と
し
生
け

る
も
の
す
べ
て
に
恵
み
を
も
た
ら
す
大

神
様
の
限
り
な
い
御
神
徳
を
改
め
て
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。
御
祭
神
の
御
神
威
が

益
々
御
発
揚
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
神

様
の
御
加
護
の
も
と
皆
様
が
御
健
勝
で

あ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
す
る
。
御
遷

座
三
五
〇
年
を
迎
え
た
こ
と
、
氏
子
・

崇
敬
者
の
皆
様
と
共
に
こ
の
喜
び
を
分

か
ち
あ
い
た
い
。

さ
て
、
こ
の
御
遷
座
三
五
〇
年
大
祭

記
念
誌
は
、
令
和
２
年
（
２
０
２
０
）

12
月
に
発
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全
国

的
な
感
染
拡
大
を
受
け
、令
和
３
年（
２

０
２
１
）
に
発
刊
が
延
期
さ
れ
た
。
そ

の
後
も
、
企
画
の
広
が
り
と
予
算
面
の

手
当
の
必
要
か
ら
、
遅
々
と
し
て
進
ま

ず
、
難
航
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
令

和
３
年
（
２
０
２
１
）
５
月
下
旬
か
ら

６
月
中
旬
に
行
わ
れ
た
倉
庫
内
の
資

料
・
写
真
の
調
査
、
宝
物
庫
の
調
査
、

書
庫
の
調
査
に
よ
り
誌
面
構
成
の
効
率

が
向
上
し
、
発
刊
に
向
け
て
大
き
く
前

進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
出

版
社
、
編
集
者
の
変
更
は
あ
っ
た
も
の

の
、
新
旧
編
集
者
等
の
献
身
的
な
御
支

援
に
よ
り
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
、

今
回
の
出
版
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ど
ん
な
書
物
も
大
勢
の
人
々
が
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
常
で
あ
る
が
、
本
書

も
例
外
で
は
な
く
、
多
く
の
人
の
支
え

に
よ
り
出
版
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
記
念
誌
編
纂
に
あ
た
り
、
第

２
章
の
項
目
を
御
寄
稿
下
さ
っ
た
近
辻

喜
一
先
生
、
行
田
健
晃
先
生
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
近
辻
先
生
は
、

中
世
か
ら
明
治
期
ま
で
の
田
無
の
歴
史

を
網
羅
的
に
解
説
い
た
だ
き
、
行
田
先

生
は
名
主
「
下
田
半
兵
衛
」
に
焦
点
を

当
て
、
学
術
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
神

社
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
田
無
の
歴
史
、

下
田
家
の
歴
史
を
重
層
的
に
俯
瞰
す
る

こ
と
で
、
広
い
視
野
で
田
無
神
社
を
理

解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
田
無
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
郷

土
を
愛
す
る
心
が
育
ま
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
地
の
発
展
の
礎
を

担
っ
た
先
人
の
足
跡
を
辿
る
手
が
か
り

と
し
て
も
、
多
く
の
方
々
が
本
書
を
手

に
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

第
６
章「
田
無
神
社
の
碑
刻
銘
文
選
」

の
項
目
は
武
蔵
野
大
学
教
育
学
部
廣
瀨 

裕
之
（
舟
雲
）
教
授
が
「
供
養
塔
」・「
石

盥
銘
」・「
本
殿
基
壇
銘
」・「
将
軍
山
碑
」

に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
御
多
忙
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
本
書
発
刊
の
た
め
に
多

く
の
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。
廣
瀬
教
授
の
執
筆
が
な
け
れ
ば
、

田
無
神
社
の
石
盥
、
将
軍
山
碑
等
が
日

の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

御
寄
稿
に
よ
り
、
石
造
物
の
文
化
財
と

し
て
の
側
面
が
再
評
価
さ
れ
、
そ
の
価

値
が
高
ま
っ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

本
書
の
校
閲
や
古
い
資
料
の
整
理
に

尽
力
し
た
田
無
神
社 

権
禰
宜 

福
島
康

夫
を
は
じ
め
す
べ
て
の
田
無
神
社
職
員

に
も
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

本
書
執
筆
に
あ
た
り
、
現
在
と
過
去

の
記
録
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
の
困
難

さ
に
直
面
し
た
。
神
社
と
し
て
記
念
誌

の
編
纂
に
取
り
組
む
の
は
今
回
が
初
め

て
で
あ
り
、
手
探
り
の
状
態
か
ら
始
ま

っ
た
。
往
時
の
記
録
が
思
う
よ
う
に
揃

わ
な
い
中
、
限
ら
れ
た
時
間
で
執
筆
す

る
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

特
に
、
古
い
写
真
や
資
料
の
収
集
に
苦

慮
し
た
。
そ
れ
ら
は
戦
時
中
に
一
部
を

除
い
て
紛
失
し
て
お
り
、
ま
た
、
現
在
、

戦
前
の
田
無
神
社
に
つ
い
て
ご
存
知
の

方
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
さ
ら
に
、
戦

前
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
も
、
氏
子
・
崇

敬
者
の
ほ
と
ん
ど
が
お
持
ち
で
は
な
か

っ
た
。
本
書
は
神
社
に
残
る
数
少
な
い

貴
重
な
写
真
・
資
料
を
掘
り
下
げ
て
解

読
し
、
組
み
立
て
構
成
し
た
。
写
真
や

資
料
に
解
説
文
を
入
れ
て
い
る
の
で
、

神
道
の
知
識
が
な
く
て
も
読
み
や
す
い

内
容
に
な
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

本
書
を
通
じ
て
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様

が
田
無
神
社
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
ま
た
、
神

職
や
巫
女
、
筆
耕
な
ど
の
田
無
神
社
職

員
に
と
っ
て
本
書
が
田
無
神
社
を
正
確

に
理
解
す
る
た
め
の
テ
キ
ス
ト
の
よ
う

な
存
在
と
も
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

内
容
に
つ
い
て
は
総
力
を
挙
げ
て
編
纂

に
取
り
組
み
、
万
全
を
期
し
た
つ
も
り

で
は
あ
る
が
、
書
き
足
り
ぬ
点
、
調
査

を
尽
く
し
き
れ
て
い
な
い
点
も
多
々
あ

る
の
で
、
何
卒
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
25
年
（
２
０
１
３
）
３
月
30
日
、

先
代
宮
司 

賀
陽
濟
は
59
歳
の
若
さ
で

こ
の
世
を
去
っ
た
。
神
明
奉
仕
を
通
し

て
、
賀
陽
濟
は
多
く
の
こ
と
を
田
無
神

社
に
残
し
た
。
私
が
子
供
の
頃
の
田
無

神
社
と
い
え
ば
、
社
務
所
こ
そ
あ
る
が
、

授
与
所
を
開
け
る
の
は
忙
繁
期
だ
け
で

他
の
時
期
は
閉
ま
っ
た
ま
ま
の
開
か
ず

の
神
社
で
あ
っ
た
。
７
万
人
が
住
む
田

無
の
氏
神
社
と
し
て
は
設
備
や
施
設
が

物
足
り
ず
、
十
分
に
社
務
を
こ
な
せ
な

か
っ
た
。
こ
う
い
う
状
況
を
打
開
す
る

た
め
に
は
大
規
模
な
境
内
整
備
が
必
要

で
あ
っ
た
。
敷
石
を
並
べ
、
授
与
所
や

御
手
洗
い
所
を
作
り
、
立
体
駐
車
場
を

併
設
し
た
。
ま
た
、
空
間
を
広
げ
る
た

め
に
境
内
に
手
を
加
え
、
移
設
工
事
な

ど
の
大
き
な
工
事
に
取
り
組
ん
だ
。
境

内
を
美
し
い
草
木
が
囲
み
、
待
合
殿
や

第
二
の
授
与
所
と
神
輿
庫
が
建
設
さ
れ

た
。
さ
ら
に
は
大
鵬
土
俵
が
建
立
さ
れ
、

田
無
神
社
は
開
か
れ
た
神
社
へ
と
変
貌

を
と
げ
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
医
師
と

し
て
診
療
や
研
究
に
従
事
し
、
医
学
博

士
と
し
て
教
鞭
を
と
る
中
で
こ
れ
だ
け

多
く
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
驚

か
さ
れ
る
。

私
は
平
成
25
年
（
２
０
１
３
）
５
月

に
27
歳
で
田
無
神
社
の
宮
司
の
職
を
仰

せ
つ
か
っ
た
。
当
時
の
私
に
と
っ
て
田

無
神
社
の
歴
史
を
探
る
こ
と
が
最
も
困

難
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
田
無
神
社
の
歴
史
、
過
去
を
語
る
ま

と
ま
っ
た
資
料
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、

散
在
す
る
書
類
か
ら
歴
史
を
紐
解
き
、

神
社
が
歩
ん
で
き
た
軌
跡
を
推
察
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の

当
時
か
ら
、
神
社
全
体
を
適
切
に
管
理

運
営
す
る
に
は
、
史
実
に
裏
打
ち
さ
れ

た
正
確
な
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
、
倉
庫
整
理
を
行
い
、
資
料

集
を
作
り
、
頭
を
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
た
。

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
の
大
規
模

な
資
料
調
査
で
、
倉
庫
を
整
理
整
頓
し

資
料
の
再
収
納
を
行
っ
た
。
倉
庫
や
倉

庫
の
よ
う
な
も
の
が
複
数
存
在
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
雑
然
と
置
か
れ
、
埃

を
か
ぶ
っ
た
資
料
や
本
が
整
理
さ
れ
ず

に
堆
く
積
ま
れ
て
い
た
。
社
務
所
地
下

倉
庫
２
室
に
カ
ビ
発
生
を
防
ぐ
た
め
の

空
調
の
取
り
付
け
工
事
を
実
施
し
、
倉

庫
環
境
の
改
善
を
図
っ
た
。
田
無
神
社

の
倉
庫
に
あ
る
資
料
や
写
真
は
地
域
に

と
っ
て
も
宝
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
保
存
し
、
後
世
に
引
き
継
い
で
参

り
た
い
。
そ
し
て
、
今
後
は
原
本
と
な

る
資
料
を
電
子
化
し
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
上
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
推
し
進
め
て

い
き
た
い
。

こ
の
活
動
の
中
で
本
書
編
纂
の
や
り

が
い
と
倉
庫
整
理
の
手
応
え
を
実
感
し

た
瞬
間
が
あ
る
。
倉
庫
の
整
理
中
に
あ

る
青
年
が
神
社
を
訪
れ
た
。
彼
の
祖
父

は
土
俵
作
り
の
職
人
で
、
大
鵬
土
俵
の

設
置
工
事
に
も
携
わ
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。「
祖
父
の
写
真
が
残
っ
て
い
た

ら
見
せ
て
欲
し
い
」
と
言
う
彼
に
、
倉

庫
内
の
整
頓
さ
れ
た
ば
か
り
の
本
棚
か

ら
サ
ッ
と
お
目
当
て
の
写
真
を
渡
す
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

戦
後
最
多
の
145
万
人
。
こ
の
数
字
は

日
本
で
令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
に
亡

く
な
っ
た
方
の
人
数
だ
。
１
日
に
約
４

千
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

令
和
７
年
（
２
０
２
５
）
に
は
、
団
塊

の
世
代
が
全
員
後
期
高
齢
者
と
な
る
。

日
本
は
世
界
に
類
を
み
な
い
ほ
ど
高
齢

化
が
進
ん
だ
国
で
あ
り
、こ
れ
か
ら「
多

死
社
会
」
へ
と
突
入
す
る
。
日
々
、
こ

れ
だ
け
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
死
は
日
常
で

あ
る
は
ず
な
の
に
、
現
代
で
は
特
別
な

こ
と
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
し
ま
う
。
私
が
生
ま
れ
る
よ
り
前
、

か
つ
て
の
大
家
族
の
中
で
は
死
は
常
に

身
近
に
存
在
し
て
い
た
そ
う
だ
。
年
長

者
が
家
族
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
家
で
逝

き
、
看
取
ら
れ
る
。
そ
の
姿
を
幼
い
頃

か
ら
日
常
の
中
の
出
来
事
と
し
て
目
に

し
て
い
た
。
し
か
し
、
今
日
の
核
家
族

化
の
中
で
は
、
死
は
遠
い
場
所
で
突
然

発
生
す
る
。
そ
の
場
所
も
病
院
の
ベ
ッ

ド
の
上
が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
た
。
死
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
「
今
を
ど
う
生

き
る
か
」
に
つ
な
が
る
前
向
き
な
行
動

で
あ
る
。
生
と
死
と
の
距
離
感
の
変
化

が
生
じ
た
現
在
で
あ
っ
て
も
、
死
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
命
と
向
き
合
い
、
命

を
語
り
合
う
姿
勢
を
持
ち
合
わ
せ
た
い
。

我
が
国
の
総
人
口
は
平
成
20
年
（
２

御
遷
座
三
五
〇
年
を
祝
し
、
神
社
の
歩
み
を
写
真
と
資
料
で
辿
る
記
念
誌
を
令
和

４
年
12
月
に
発
行
し
ま
す
。
田
無
神
社
の
倉
庫
に
眠
っ
て
い
た
古
写
真
な
ど
約
１
，

０
０
０
点
を
掲
載
。
特
別
寄
稿
と
し
て
第
２
章
「
田
無
の
歴
史
と
下
田
半
兵
衛
」
で

近
辻
喜
一
氏
が「
田
無
の
歴
史
」を
、行
田
健
晃
氏
が「
下
田
半
兵
衛
」を
、第
６
章「
境

内
の
石
造
物
」
で
廣
瀨 

裕
之
氏
が
「
供
養
塔
」・「
石
盥
銘
」・「
本
殿
基
壇
銘
」・「
将

軍
山
碑
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

０
２
８
）
を
ピ
ー
ク
に
人
口
が
減
少
す

る
時
代
と
な
っ
た
。
高
齢
者
が
多
く
を

占
め
過
疎
状
態
に
な
る
地
域
は
日
本
各

地
に
点
在
し
、
も
は
や
打
つ
手
の
な
い

状
況
に
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
地
域
経
済
を
縮

小
さ
せ
、
悪
循
環
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

過
疎
地
帯
に
鎮
座
す
る
小
規
模
神
社
で

は
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
る
。

古
来
よ
り
、
神
社
の
祭
祀
を
通
し
て
地

域
の
連
帯
感
、
一
体
感
が
育
ま
れ
て
き

た
。
日
本
人
が
潜
在
的
に
持
つ
祭
り
と

い
う
概
念
は
、
地
域
経
済
の
縮
小
や
高

齢
化
に
よ
る
地
縁
的
な
繋
が
り
の
希
薄

化
か
ら
徐
々
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
人

口
が
減
り
氏
子
組
織
が
崩
壊
す
る
こ
と

で
、
村
や
町
の
祭
り
が
衰
退
し
、
伝
統

行
事
が
途
絶
え
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

田
無
神
社
を
含
む
多
摩
地
域
の
神
社
で

す
ら
後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
神
社
を
取
り
巻
く
状
況
は
全

国
的
に
厳
し
い
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、

戦
後
の
家
族
制
度
の
変
化
、
特
に
核
家

族
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
親
か
ら
子
へ
、

子
か
ら
孫
へ
と
連
綿
と
伝
え
ら
れ
て
き

た
「
し
き
た
り
」
や
「
習
わ
し
」
の
伝

承
方
式
が
崩
れ
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
た

伝
統
文
化
も
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ

か
ら
の
神
社
に
と
っ
て
、
人
と
人
、
人

と
社
会
を
「
結
ぶ
・
紡
ぐ
」
と
い
う
こ

と
は
極
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
く
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
国
内
で
始
め
て
確

認
さ
れ
て
か
ら
３
年
余
り
が
過
ぎ
た
。

令
和
２
年（
２
０
２
０
）、令
和
３
年（
２

０
２
１
）
に
生
ま
れ
た
女
の
子
に
は

「
結
」、「
紡
」
の
字
の
入
る
名
前
が
多

か
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

に
も
顕
著
に
現
れ
た
そ
う
だ
。
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
は
、
混
沌
と
し
た
時
代

に
な
る
と
、
子
供
の
将
来
を
案
じ
て
子

供
に
「
つ
な
が
る
」
と
い
う
意
味
を
含

む
「
結
」、「
紡
」
と
い
う
漢
字
を
つ
け

る
の
で
あ
ろ
う
。
感
染
リ
ス
ク
を
低
減

さ
せ
る
行
動
を
と
り
な
が
ら
も
、
コ
ロ

ナ
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人

と
人
、
人
と
地
域
の
縁
を
結
び
、
つ
な

が
り
や
絆
を
紡
ぐ
心
を
大
切
に
持
ち
続

け
た
い
。

メ
デ
ィ
ア
環
境
が
日
々
進
化
す
る
情

報
過
多
社
会
で
、
情
報
発
信
の
手
法
は

大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
新
聞
や
雑

誌
、
テ
レ
ビ
等
の
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
は

単
方
向
的
な
情
報
伝
達
で
あ
っ
た
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
は
双
方
向
的
な

情
報
伝
達
が
可
能
で
あ
る
。
情
報
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
り
「
発
信

す
る
も
の
」
あ
る
い
は
「
受
け
取
る
も

の
」
と
い
う
一
方
通
行
の
固
定
さ
れ
た

役
割
か
ら
脱
皮
し
た
。
現
に
、
神
社
に

対
す
る
参
拝
者
の
評
価
は
We
b
上
で

簡
単
に
書
き
込
み
で
き
る
時
代
で
あ
る
。

神
社
の
許
可
な
く
勝
手
にG

oogle

マ

ッ
プ
に
掲
載
さ
れ
、
頼
み
も
し
て
な
い

の
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
不
特
定
多

数
の
人
々
が
五
段
階
評
価
で
星
マ
ー
ク

を
付
け
ら
れ
る
。
We
b
上
の
評
価
は

実
際
に
参
拝
者
が
神
社
に
訪
れ
る
か
ど

う
か
の
意
思
決
定
の
材
料
に
な
る
反
面
、

名
誉
毀
損
や
侮
辱
，
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

侵
害
等
の
書
き
込
み
の
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
神
社
と
し
て
も
注
視
す
る
必
要
が

あ
る
。
神
社
か
ら
一
方
的
に
情
報
を
発

信
し
続
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
参
拝
者

の
意
志
や
感
情
を
積
極
的
に
収
集
す
る

取
り
組
み
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
た
の

だ
。
分
か
り
合
お
う
と
す
る
努
力
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
お
い
て
、
神
社
に
奉
職
す
る
職
員
ら

は
、
参
拝
者
と
の
会
話
を
よ
り
大
切
に

し
て
ほ
し
い
。
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
お
い
て
も
We
b
メ
デ
ィ
ア
で

も
大
切
な
の
は
「
通
じ
合
う
想
い
」
な

の
で
あ
る
。
神
社
が
持
つ
公
共
性
を
最

大
限
に
活
用
し
、
地
域
の
一
体
性
を
育

み
、
若
者
の
郷
土
意
識
を
高
め
、
伝
統

精
神
を
共
有
し
て
い
き
た
い
。

田
無
神
社
の
二
の
鳥
居
に
は
「
開
か

れ
た
神
社
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。「
開
か
れ
た
神
社
」
と

い
う
言
葉
は
、
先
代
宮
司
の
賀
陽
濟
が

約
10
年
前
に
創
っ
た
と
さ
れ
る
。
直
接

こ
の
言
葉
の
意
味
を
先
代
宮
司
か
ら
教

わ
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
二
つ
の
意
味

が
潜
ん
で
い
る
と
信
じ
て
い
る
。
一
つ

は
、地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、氏
子
・

崇
敬
者
に
寄
り
添
っ
た
神
社
で
あ
る
と

い
う
意
味
だ
。
も
う
一
つ
の
意
味
は
、

参
拝
者
に
と
っ
て
職
員
が
親
し
み
や
す

い
存
在
に
な
ろ
う
と
い
う
心
構
え
で
あ

る
。「
開
か
れ
た
神
社
」
と
い
う
言
葉

は
参
拝
者
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ

り
、
職
員
へ
向
け
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
田
無
神
社
に
奉

職
す
る
神
職
や
巫
女
、
筆
耕
ら
に
は
こ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
氏
子
・
崇
敬

者
と
心
を
響
か
せ
あ
い
、
互
い
に
理
解

し
、
よ
い
影
響
を
与
え
合
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
郷

土
を
愛
し
、
誇
り
も
持
つ
若
者
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
否
が
応

で
も
直
面
す
る
こ
と
と
な
る
「
多
死
社

会
」、
歴
史
上
前
例
の
な
い
「
超
高
齢

化
社
会
」、歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
「
過

疎
化
」
を
乗
り
越
え
た
い
。

都
内
の
市
区
町
村
で
観
光
協
会
の
設

立
が
進
む
な
ど
、
全
国
各
地
で
観
光
産

業
振
興
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
西
東
京
市
に
は
観
光
事

業
の
振
興
や
誘
致
を
担
う
「
観
光
課
」

は
な
い
し
、「
観
光
協
会
」
も
存
在
し

な
い
。
文
化
振
興
を
語
る
上
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
は
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

の
一
つ
で
あ
る
は
ず
だ
。
現
在
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。
今
後
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
反
動
や
令
和
７
年
（
２
０
２

５
）
に
開
催
予
定
の
大
阪
・
関
西
万
博

も
見
据
え
、
旅
行
者
数
は
徐
々
に
増
え

て
い
く
だ
ろ
う
。
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
は
外
国
人
需
要
は
欠
か
せ
な

い
し
、
他
国
か
ら
の
人
の
呼
び
込
み
は

地
域
の
資
源
を
再
発
見
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
。
今
後
、
西
東
京
市
に
は
外
国

人
観
光
者
を
も
て
な
す
取
り
組
み
が
期

待
さ
れ
る
。

観
光
課
あ
る
い
は
こ
れ
の
機
能
を
有

す
る
組
織
が
な
い
の
で
、
西
東
京
市
の

魅
力
は
、
市
外
、
他
県
の
人
々
に
も
十

分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
人
を
呼
び
込
む
こ
と
は
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域
に
活

力
を
与
え
る
効
果
が
あ
る
。
田
無
神
社

本
殿
・
拝
殿
は
東
京
都
指
定
文
化
財
、

田
無
神
社
参
集
殿
は
国
登
録
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
の
あ
る

建
造
物
や
街
並
み
は
、
そ
の
時
代
の
記

憶
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
貴
重
な
資
源
で

あ
る
。
こ
う
し
た
資
源
を
活
用
し
て
、

観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、
先
人

か
ら
受
け
継
い
だ
歴
史
や
文
化
な
ど
の

「
西
東
京
市
の
価
値
」
を
街
作
り
の
取

り
組
み
に
活
か
し
て
欲
し
い
。 

情
報
通

信
技
術
が
発
展
し
、
交
流
人
口
が
拡
大

す
る
現
代
に
あ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
枠
は
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
。
現
代

社
会
に
お
い
て
は
、
西
東
京
市
に
興
味

関
心
を
抱
い
て
く
れ
る
全
て
の
人
々
が

「
目
に
見
え
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の

メ
ン
バ
ー
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
市

民
ら
に
見
逃
さ
れ
て
い
る
観
光
資
源
を

す
ぐ
に
全
国
展
開
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
が
、
こ
れ
を
再
発
見
し
、
再
評
価
、

再
構
成
す
る
こ
と
で
徐
々
に
視
点
を
内

か
ら
外
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
西
東
京
市
に
は
、
自
然
、

文
化
、
歴
史
な
ど
地
域
の
資
源
を
活
か

し
た
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
街
作

り
を
期
待
し
た
い
。

日
本
文
化
は
、
あ
ら
た
め
て
言
う
ま

で
も
な
く
長
い
歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ

て
き
た
。
戦
後
我
が
国
は
、
世
界
に
類

の
な
い
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
た
が
、

や
や
も
す
る
と
物
質
的
繁
栄
に
の
み
目

が
奪
わ
れ
、
精
神
面
の
重
要
性
へ
の
認

識
が
希
薄
に
な
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ

る
。
今
日
の
日
本
は
、
飛
躍
的
な
発
展

を
遂
げ
、
国
民
の
生
活
水
準
も
著
し
く

向
上
し
た
反
面
、
敬
神
崇
祖
の
念
は
薄

ら
ぎ
、
若
者
は
疎
か
中
高
年
に
至
る
ま

で
偏
向
思
想
に
侵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
中
に
あ
っ
て
神
職
は
、
我
が
国

の
伝
統
、
文
化
、
郷
土
を
し
っ
か
り
と

守
り
伝
え
る
た
め
に
、
先
祖
か
ら
受
け

継
い
だ
日
本
人
の
心
を
正
し
く
後
世
に

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
社
の
祭

礼
を
通
し
て
日
本
の
伝
統
と
文
化
を
守

り
、
国
の
歴
史
に
誇
り
を
持
つ
次
世
代

を
育
成
す
る
使
命
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
緊
迫
し
た
中
国
を
は

じ
め
と
す
る
近
隣
諸
国
の
情
勢
や
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
コ
ロ
ナ
の
報
道

を
見
る
限
り
、
改
革
の
年
が
迫
っ
て
き

て
い
る
。
そ
れ
ら
に
振
り
回
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
ど
っ
し
り
と
構
え
時
代
の
潮

流
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
一

つ
一
つ
の
祭
儀
を
大
切
に
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
氏
子
と
の
交
流
を

積
極
的
に
図
り
、「
開
か
れ
た
神
社
」

を
目
指
し
て
参
り
た
い
。

（令和5年1月1日発行） 

⑥

「
写
真
と
資
料
か
ら
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
田
無
神
社
」

御
遷
座
三
五
〇
年
大
祭
記
念
誌

令
和
４
年
12
月
刊
行

御
遷
座
三
五
〇
年
大
祭
記
念
誌

刊
行
に
あ
た
っ
て

田
無
神
社　
宮
司　
賀
陽
智
之



御
遷
座
三
五
〇
年
大
祭
は
、
令
和

２
年（
２
０
２
０
）10
月
11
日
に
総
代
・

世
話
人
参
列
の
も
と
斎
行
さ
れ
、
目

出
度
く
納
め
ら
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る

状
況
下
で
あ
っ
た
が
、
社
殿
内
で
執

り
行
わ
れ
る
祭
典
は
感
染
の
防
止
策

を
講
じ
た
上
で
、
滞
り
な
く
行
わ
れ
た
。

前
日
か
ら
の
大
雨
は
祭
典
の
数
時
間

前
ま
で
降
り
続
き
、
生
き
と
し
生
け

る
も
の
す
べ
て
に
恵
み
を
も
た
ら
す
大

神
様
の
限
り
な
い
御
神
徳
を
改
め
て
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。
御
祭
神
の
御
神
威
が

益
々
御
発
揚
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
神

様
の
御
加
護
の
も
と
皆
様
が
御
健
勝
で

あ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
す
る
。
御
遷

座
三
五
〇
年
を
迎
え
た
こ
と
、
氏
子
・

崇
敬
者
の
皆
様
と
共
に
こ
の
喜
び
を
分

か
ち
あ
い
た
い
。

さ
て
、
こ
の
御
遷
座
三
五
〇
年
大
祭

記
念
誌
は
、
令
和
２
年
（
２
０
２
０
）

12
月
に
発
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全
国

的
な
感
染
拡
大
を
受
け
、令
和
３
年（
２

０
２
１
）
に
発
刊
が
延
期
さ
れ
た
。
そ

の
後
も
、
企
画
の
広
が
り
と
予
算
面
の

手
当
の
必
要
か
ら
、
遅
々
と
し
て
進
ま

ず
、
難
航
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
令

和
３
年
（
２
０
２
１
）
５
月
下
旬
か
ら

６
月
中
旬
に
行
わ
れ
た
倉
庫
内
の
資

料
・
写
真
の
調
査
、
宝
物
庫
の
調
査
、

書
庫
の
調
査
に
よ
り
誌
面
構
成
の
効
率

が
向
上
し
、
発
刊
に
向
け
て
大
き
く
前

進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
出

版
社
、
編
集
者
の
変
更
は
あ
っ
た
も
の

の
、
新
旧
編
集
者
等
の
献
身
的
な
御
支

援
に
よ
り
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
、

今
回
の
出
版
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ど
ん
な
書
物
も
大
勢
の
人
々
が
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
常
で
あ
る
が
、
本
書

も
例
外
で
は
な
く
、
多
く
の
人
の
支
え

に
よ
り
出
版
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
記
念
誌
編
纂
に
あ
た
り
、
第

２
章
の
項
目
を
御
寄
稿
下
さ
っ
た
近
辻

喜
一
先
生
、
行
田
健
晃
先
生
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
近
辻
先
生
は
、

中
世
か
ら
明
治
期
ま
で
の
田
無
の
歴
史

を
網
羅
的
に
解
説
い
た
だ
き
、
行
田
先

生
は
名
主
「
下
田
半
兵
衛
」
に
焦
点
を

当
て
、
学
術
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
神

社
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
田
無
の
歴
史
、

下
田
家
の
歴
史
を
重
層
的
に
俯
瞰
す
る

こ
と
で
、
広
い
視
野
で
田
無
神
社
を
理

解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
田
無
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
郷

土
を
愛
す
る
心
が
育
ま
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
地
の
発
展
の
礎
を

担
っ
た
先
人
の
足
跡
を
辿
る
手
が
か
り

と
し
て
も
、
多
く
の
方
々
が
本
書
を
手

に
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

第
６
章「
田
無
神
社
の
碑
刻
銘
文
選
」

の
項
目
は
武
蔵
野
大
学
教
育
学
部
廣
瀨 

裕
之
（
舟
雲
）
教
授
が
「
供
養
塔
」・「
石

盥
銘
」・「
本
殿
基
壇
銘
」・「
将
軍
山
碑
」

に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
御
多
忙
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
本
書
発
刊
の
た
め
に
多

く
の
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。
廣
瀬
教
授
の
執
筆
が
な
け
れ
ば
、

田
無
神
社
の
石
盥
、
将
軍
山
碑
等
が
日

の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

御
寄
稿
に
よ
り
、
石
造
物
の
文
化
財
と

し
て
の
側
面
が
再
評
価
さ
れ
、
そ
の
価

値
が
高
ま
っ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

本
書
の
校
閲
や
古
い
資
料
の
整
理
に

尽
力
し
た
田
無
神
社 

権
禰
宜 

福
島
康

夫
を
は
じ
め
す
べ
て
の
田
無
神
社
職
員

に
も
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

本
書
執
筆
に
あ
た
り
、
現
在
と
過
去

の
記
録
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
の
困
難

さ
に
直
面
し
た
。
神
社
と
し
て
記
念
誌

の
編
纂
に
取
り
組
む
の
は
今
回
が
初
め

て
で
あ
り
、
手
探
り
の
状
態
か
ら
始
ま

っ
た
。
往
時
の
記
録
が
思
う
よ
う
に
揃

わ
な
い
中
、
限
ら
れ
た
時
間
で
執
筆
す

る
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

特
に
、
古
い
写
真
や
資
料
の
収
集
に
苦

慮
し
た
。
そ
れ
ら
は
戦
時
中
に
一
部
を

除
い
て
紛
失
し
て
お
り
、
ま
た
、
現
在
、

戦
前
の
田
無
神
社
に
つ
い
て
ご
存
知
の

方
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
さ
ら
に
、
戦

前
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
も
、
氏
子
・
崇

敬
者
の
ほ
と
ん
ど
が
お
持
ち
で
は
な
か

っ
た
。
本
書
は
神
社
に
残
る
数
少
な
い

貴
重
な
写
真
・
資
料
を
掘
り
下
げ
て
解

読
し
、
組
み
立
て
構
成
し
た
。
写
真
や

資
料
に
解
説
文
を
入
れ
て
い
る
の
で
、

神
道
の
知
識
が
な
く
て
も
読
み
や
す
い

内
容
に
な
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

本
書
を
通
じ
て
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様

が
田
無
神
社
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
ま
た
、
神

職
や
巫
女
、
筆
耕
な
ど
の
田
無
神
社
職

員
に
と
っ
て
本
書
が
田
無
神
社
を
正
確

に
理
解
す
る
た
め
の
テ
キ
ス
ト
の
よ
う

な
存
在
と
も
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

内
容
に
つ
い
て
は
総
力
を
挙
げ
て
編
纂

に
取
り
組
み
、
万
全
を
期
し
た
つ
も
り

で
は
あ
る
が
、
書
き
足
り
ぬ
点
、
調
査

を
尽
く
し
き
れ
て
い
な
い
点
も
多
々
あ

る
の
で
、
何
卒
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
25
年
（
２
０
１
３
）
３
月
30
日
、

先
代
宮
司 

賀
陽
濟
は
59
歳
の
若
さ
で

こ
の
世
を
去
っ
た
。
神
明
奉
仕
を
通
し

て
、
賀
陽
濟
は
多
く
の
こ
と
を
田
無
神

社
に
残
し
た
。
私
が
子
供
の
頃
の
田
無

神
社
と
い
え
ば
、
社
務
所
こ
そ
あ
る
が
、

授
与
所
を
開
け
る
の
は
忙
繁
期
だ
け
で

他
の
時
期
は
閉
ま
っ
た
ま
ま
の
開
か
ず

の
神
社
で
あ
っ
た
。
７
万
人
が
住
む
田

無
の
氏
神
社
と
し
て
は
設
備
や
施
設
が

物
足
り
ず
、
十
分
に
社
務
を
こ
な
せ
な

か
っ
た
。
こ
う
い
う
状
況
を
打
開
す
る

た
め
に
は
大
規
模
な
境
内
整
備
が
必
要

で
あ
っ
た
。
敷
石
を
並
べ
、
授
与
所
や

御
手
洗
い
所
を
作
り
、
立
体
駐
車
場
を

併
設
し
た
。
ま
た
、
空
間
を
広
げ
る
た

め
に
境
内
に
手
を
加
え
、
移
設
工
事
な

ど
の
大
き
な
工
事
に
取
り
組
ん
だ
。
境

内
を
美
し
い
草
木
が
囲
み
、
待
合
殿
や

第
二
の
授
与
所
と
神
輿
庫
が
建
設
さ
れ

た
。
さ
ら
に
は
大
鵬
土
俵
が
建
立
さ
れ
、

田
無
神
社
は
開
か
れ
た
神
社
へ
と
変
貌

を
と
げ
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
医
師
と

し
て
診
療
や
研
究
に
従
事
し
、
医
学
博

士
と
し
て
教
鞭
を
と
る
中
で
こ
れ
だ
け

多
く
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
驚

か
さ
れ
る
。

私
は
平
成
25
年
（
２
０
１
３
）
５
月

に
27
歳
で
田
無
神
社
の
宮
司
の
職
を
仰

せ
つ
か
っ
た
。
当
時
の
私
に
と
っ
て
田

無
神
社
の
歴
史
を
探
る
こ
と
が
最
も
困

難
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
田
無
神
社
の
歴
史
、
過
去
を
語
る
ま

と
ま
っ
た
資
料
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、

散
在
す
る
書
類
か
ら
歴
史
を
紐
解
き
、

神
社
が
歩
ん
で
き
た
軌
跡
を
推
察
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の

当
時
か
ら
、
神
社
全
体
を
適
切
に
管
理

運
営
す
る
に
は
、
史
実
に
裏
打
ち
さ
れ

た
正
確
な
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
、
倉
庫
整
理
を
行
い
、
資
料

集
を
作
り
、
頭
を
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
た
。

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
の
大
規
模

な
資
料
調
査
で
、
倉
庫
を
整
理
整
頓
し

資
料
の
再
収
納
を
行
っ
た
。
倉
庫
や
倉

庫
の
よ
う
な
も
の
が
複
数
存
在
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
雑
然
と
置
か
れ
、
埃

を
か
ぶ
っ
た
資
料
や
本
が
整
理
さ
れ
ず

に
堆
く
積
ま
れ
て
い
た
。
社
務
所
地
下

倉
庫
２
室
に
カ
ビ
発
生
を
防
ぐ
た
め
の

空
調
の
取
り
付
け
工
事
を
実
施
し
、
倉

庫
環
境
の
改
善
を
図
っ
た
。
田
無
神
社

の
倉
庫
に
あ
る
資
料
や
写
真
は
地
域
に

と
っ
て
も
宝
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
保
存
し
、
後
世
に
引
き
継
い
で
参

り
た
い
。
そ
し
て
、
今
後
は
原
本
と
な

る
資
料
を
電
子
化
し
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
上
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
推
し
進
め
て

い
き
た
い
。

こ
の
活
動
の
中
で
本
書
編
纂
の
や
り

が
い
と
倉
庫
整
理
の
手
応
え
を
実
感
し

た
瞬
間
が
あ
る
。
倉
庫
の
整
理
中
に
あ

る
青
年
が
神
社
を
訪
れ
た
。
彼
の
祖
父

は
土
俵
作
り
の
職
人
で
、
大
鵬
土
俵
の

設
置
工
事
に
も
携
わ
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。「
祖
父
の
写
真
が
残
っ
て
い
た

ら
見
せ
て
欲
し
い
」
と
言
う
彼
に
、
倉

庫
内
の
整
頓
さ
れ
た
ば
か
り
の
本
棚
か

ら
サ
ッ
と
お
目
当
て
の
写
真
を
渡
す
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

戦
後
最
多
の
145
万
人
。
こ
の
数
字
は

日
本
で
令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
に
亡

く
な
っ
た
方
の
人
数
だ
。
１
日
に
約
４

千
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

令
和
７
年
（
２
０
２
５
）
に
は
、
団
塊

の
世
代
が
全
員
後
期
高
齢
者
と
な
る
。

日
本
は
世
界
に
類
を
み
な
い
ほ
ど
高
齢

化
が
進
ん
だ
国
で
あ
り
、こ
れ
か
ら「
多

死
社
会
」
へ
と
突
入
す
る
。
日
々
、
こ

れ
だ
け
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
死
は
日
常
で

あ
る
は
ず
な
の
に
、
現
代
で
は
特
別
な

こ
と
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
し
ま
う
。
私
が
生
ま
れ
る
よ
り
前
、

か
つ
て
の
大
家
族
の
中
で
は
死
は
常
に

身
近
に
存
在
し
て
い
た
そ
う
だ
。
年
長

者
が
家
族
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
家
で
逝

き
、
看
取
ら
れ
る
。
そ
の
姿
を
幼
い
頃

か
ら
日
常
の
中
の
出
来
事
と
し
て
目
に

し
て
い
た
。
し
か
し
、
今
日
の
核
家
族

化
の
中
で
は
、
死
は
遠
い
場
所
で
突
然

発
生
す
る
。
そ
の
場
所
も
病
院
の
ベ
ッ

ド
の
上
が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
た
。
死
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
「
今
を
ど
う
生

き
る
か
」
に
つ
な
が
る
前
向
き
な
行
動

で
あ
る
。
生
と
死
と
の
距
離
感
の
変
化

が
生
じ
た
現
在
で
あ
っ
て
も
、
死
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
命
と
向
き
合
い
、
命

を
語
り
合
う
姿
勢
を
持
ち
合
わ
せ
た
い
。

我
が
国
の
総
人
口
は
平
成
20
年
（
２

０
２
８
）
を
ピ
ー
ク
に
人
口
が
減
少
す

る
時
代
と
な
っ
た
。
高
齢
者
が
多
く
を

占
め
過
疎
状
態
に
な
る
地
域
は
日
本
各

地
に
点
在
し
、
も
は
や
打
つ
手
の
な
い

状
況
に
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
地
域
経
済
を
縮

小
さ
せ
、
悪
循
環
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

過
疎
地
帯
に
鎮
座
す
る
小
規
模
神
社
で

は
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
る
。

古
来
よ
り
、
神
社
の
祭
祀
を
通
し
て
地

域
の
連
帯
感
、
一
体
感
が
育
ま
れ
て
き

た
。
日
本
人
が
潜
在
的
に
持
つ
祭
り
と

い
う
概
念
は
、
地
域
経
済
の
縮
小
や
高

齢
化
に
よ
る
地
縁
的
な
繋
が
り
の
希
薄

化
か
ら
徐
々
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
人

口
が
減
り
氏
子
組
織
が
崩
壊
す
る
こ
と

で
、
村
や
町
の
祭
り
が
衰
退
し
、
伝
統

行
事
が
途
絶
え
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

田
無
神
社
を
含
む
多
摩
地
域
の
神
社
で

す
ら
後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
神
社
を
取
り
巻
く
状
況
は
全

国
的
に
厳
し
い
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、

戦
後
の
家
族
制
度
の
変
化
、
特
に
核
家

族
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
親
か
ら
子
へ
、

子
か
ら
孫
へ
と
連
綿
と
伝
え
ら
れ
て
き

た
「
し
き
た
り
」
や
「
習
わ
し
」
の
伝

承
方
式
が
崩
れ
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
た

伝
統
文
化
も
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ

か
ら
の
神
社
に
と
っ
て
、
人
と
人
、
人

と
社
会
を
「
結
ぶ
・
紡
ぐ
」
と
い
う
こ

と
は
極
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
く
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
国
内
で
始
め
て
確

認
さ
れ
て
か
ら
３
年
余
り
が
過
ぎ
た
。

令
和
２
年（
２
０
２
０
）、令
和
３
年（
２

０
２
１
）
に
生
ま
れ
た
女
の
子
に
は

「
結
」、「
紡
」
の
字
の
入
る
名
前
が
多

か
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

に
も
顕
著
に
現
れ
た
そ
う
だ
。
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
は
、
混
沌
と
し
た
時
代

に
な
る
と
、
子
供
の
将
来
を
案
じ
て
子

供
に
「
つ
な
が
る
」
と
い
う
意
味
を
含

む
「
結
」、「
紡
」
と
い
う
漢
字
を
つ
け

る
の
で
あ
ろ
う
。
感
染
リ
ス
ク
を
低
減

さ
せ
る
行
動
を
と
り
な
が
ら
も
、
コ
ロ

ナ
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人

と
人
、
人
と
地
域
の
縁
を
結
び
、
つ
な

が
り
や
絆
を
紡
ぐ
心
を
大
切
に
持
ち
続

け
た
い
。

メ
デ
ィ
ア
環
境
が
日
々
進
化
す
る
情

報
過
多
社
会
で
、
情
報
発
信
の
手
法
は

大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
新
聞
や
雑

誌
、
テ
レ
ビ
等
の
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
は

単
方
向
的
な
情
報
伝
達
で
あ
っ
た
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
は
双
方
向
的
な

情
報
伝
達
が
可
能
で
あ
る
。
情
報
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
り
「
発
信

す
る
も
の
」
あ
る
い
は
「
受
け
取
る
も

の
」
と
い
う
一
方
通
行
の
固
定
さ
れ
た

役
割
か
ら
脱
皮
し
た
。
現
に
、
神
社
に

対
す
る
参
拝
者
の
評
価
は
We
b
上
で

簡
単
に
書
き
込
み
で
き
る
時
代
で
あ
る
。

神
社
の
許
可
な
く
勝
手
にG

oogle

マ

ッ
プ
に
掲
載
さ
れ
、
頼
み
も
し
て
な
い

の
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
不
特
定
多

数
の
人
々
が
五
段
階
評
価
で
星
マ
ー
ク

を
付
け
ら
れ
る
。
We
b
上
の
評
価
は

実
際
に
参
拝
者
が
神
社
に
訪
れ
る
か
ど

う
か
の
意
思
決
定
の
材
料
に
な
る
反
面
、

名
誉
毀
損
や
侮
辱
，
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

侵
害
等
の
書
き
込
み
の
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
神
社
と
し
て
も
注
視
す
る
必
要
が

あ
る
。
神
社
か
ら
一
方
的
に
情
報
を
発

信
し
続
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
参
拝
者

の
意
志
や
感
情
を
積
極
的
に
収
集
す
る

取
り
組
み
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
た
の

だ
。
分
か
り
合
お
う
と
す
る
努
力
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
お
い
て
、
神
社
に
奉
職
す
る
職
員
ら

は
、
参
拝
者
と
の
会
話
を
よ
り
大
切
に

し
て
ほ
し
い
。
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
お
い
て
も
We
b
メ
デ
ィ
ア
で

も
大
切
な
の
は
「
通
じ
合
う
想
い
」
な

の
で
あ
る
。
神
社
が
持
つ
公
共
性
を
最

大
限
に
活
用
し
、
地
域
の
一
体
性
を
育

み
、
若
者
の
郷
土
意
識
を
高
め
、
伝
統

精
神
を
共
有
し
て
い
き
た
い
。

田
無
神
社
の
二
の
鳥
居
に
は
「
開
か

れ
た
神
社
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。「
開
か
れ
た
神
社
」
と

い
う
言
葉
は
、
先
代
宮
司
の
賀
陽
濟
が

約
10
年
前
に
創
っ
た
と
さ
れ
る
。
直
接

こ
の
言
葉
の
意
味
を
先
代
宮
司
か
ら
教

わ
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
二
つ
の
意
味

が
潜
ん
で
い
る
と
信
じ
て
い
る
。
一
つ

は
、地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、氏
子
・

崇
敬
者
に
寄
り
添
っ
た
神
社
で
あ
る
と

い
う
意
味
だ
。
も
う
一
つ
の
意
味
は
、

参
拝
者
に
と
っ
て
職
員
が
親
し
み
や
す

い
存
在
に
な
ろ
う
と
い
う
心
構
え
で
あ

る
。「
開
か
れ
た
神
社
」
と
い
う
言
葉

は
参
拝
者
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ

り
、
職
員
へ
向
け
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
田
無
神
社
に
奉

職
す
る
神
職
や
巫
女
、
筆
耕
ら
に
は
こ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
氏
子
・
崇
敬

者
と
心
を
響
か
せ
あ
い
、
互
い
に
理
解

し
、
よ
い
影
響
を
与
え
合
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
郷

土
を
愛
し
、
誇
り
も
持
つ
若
者
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
否
が
応

で
も
直
面
す
る
こ
と
と
な
る
「
多
死
社

会
」、
歴
史
上
前
例
の
な
い
「
超
高
齢

化
社
会
」、歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
「
過

疎
化
」
を
乗
り
越
え
た
い
。

都
内
の
市
区
町
村
で
観
光
協
会
の
設

立
が
進
む
な
ど
、
全
国
各
地
で
観
光
産

業
振
興
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
西
東
京
市
に
は
観
光
事

業
の
振
興
や
誘
致
を
担
う
「
観
光
課
」

は
な
い
し
、「
観
光
協
会
」
も
存
在
し

な
い
。
文
化
振
興
を
語
る
上
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
は
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

の
一
つ
で
あ
る
は
ず
だ
。
現
在
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。
今
後
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
反
動
や
令
和
７
年
（
２
０
２

５
）
に
開
催
予
定
の
大
阪
・
関
西
万
博

も
見
据
え
、
旅
行
者
数
は
徐
々
に
増
え

て
い
く
だ
ろ
う
。
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
は
外
国
人
需
要
は
欠
か
せ
な

い
し
、
他
国
か
ら
の
人
の
呼
び
込
み
は

地
域
の
資
源
を
再
発
見
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
。
今
後
、
西
東
京
市
に
は
外
国

人
観
光
者
を
も
て
な
す
取
り
組
み
が
期

待
さ
れ
る
。

観
光
課
あ
る
い
は
こ
れ
の
機
能
を
有

す
る
組
織
が
な
い
の
で
、
西
東
京
市
の

魅
力
は
、
市
外
、
他
県
の
人
々
に
も
十

分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
人
を
呼
び
込
む
こ
と
は
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域
に
活

力
を
与
え
る
効
果
が
あ
る
。
田
無
神
社

本
殿
・
拝
殿
は
東
京
都
指
定
文
化
財
、

田
無
神
社
参
集
殿
は
国
登
録
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
の
あ
る

建
造
物
や
街
並
み
は
、
そ
の
時
代
の
記

憶
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
貴
重
な
資
源
で

あ
る
。
こ
う
し
た
資
源
を
活
用
し
て
、

観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、
先
人

か
ら
受
け
継
い
だ
歴
史
や
文
化
な
ど
の

「
西
東
京
市
の
価
値
」
を
街
作
り
の
取

り
組
み
に
活
か
し
て
欲
し
い
。 

情
報
通

信
技
術
が
発
展
し
、
交
流
人
口
が
拡
大

す
る
現
代
に
あ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
枠
は
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
。
現
代

社
会
に
お
い
て
は
、
西
東
京
市
に
興
味

関
心
を
抱
い
て
く
れ
る
全
て
の
人
々
が

「
目
に
見
え
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の

メ
ン
バ
ー
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
市

民
ら
に
見
逃
さ
れ
て
い
る
観
光
資
源
を

す
ぐ
に
全
国
展
開
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
が
、
こ
れ
を
再
発
見
し
、
再
評
価
、

再
構
成
す
る
こ
と
で
徐
々
に
視
点
を
内

か
ら
外
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
西
東
京
市
に
は
、
自
然
、

文
化
、
歴
史
な
ど
地
域
の
資
源
を
活
か

し
た
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
街
作

り
を
期
待
し
た
い
。

日
本
文
化
は
、
あ
ら
た
め
て
言
う
ま

で
も
な
く
長
い
歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ

て
き
た
。
戦
後
我
が
国
は
、
世
界
に
類

の
な
い
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
た
が
、

や
や
も
す
る
と
物
質
的
繁
栄
に
の
み
目

が
奪
わ
れ
、
精
神
面
の
重
要
性
へ
の
認

識
が
希
薄
に
な
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ

る
。
今
日
の
日
本
は
、
飛
躍
的
な
発
展

を
遂
げ
、
国
民
の
生
活
水
準
も
著
し
く

向
上
し
た
反
面
、
敬
神
崇
祖
の
念
は
薄

ら
ぎ
、
若
者
は
疎
か
中
高
年
に
至
る
ま

で
偏
向
思
想
に
侵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
中
に
あ
っ
て
神
職
は
、
我
が
国

の
伝
統
、
文
化
、
郷
土
を
し
っ
か
り
と

守
り
伝
え
る
た
め
に
、
先
祖
か
ら
受
け

継
い
だ
日
本
人
の
心
を
正
し
く
後
世
に

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
社
の
祭

礼
を
通
し
て
日
本
の
伝
統
と
文
化
を
守

り
、
国
の
歴
史
に
誇
り
を
持
つ
次
世
代

を
育
成
す
る
使
命
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
緊
迫
し
た
中
国
を
は

じ
め
と
す
る
近
隣
諸
国
の
情
勢
や
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
コ
ロ
ナ
の
報
道

を
見
る
限
り
、
改
革
の
年
が
迫
っ
て
き

て
い
る
。
そ
れ
ら
に
振
り
回
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
ど
っ
し
り
と
構
え
時
代
の
潮

流
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
一

つ
一
つ
の
祭
儀
を
大
切
に
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
氏
子
と
の
交
流
を

積
極
的
に
図
り
、「
開
か
れ
た
神
社
」

を
目
指
し
て
参
り
た
い
。

田無神社社報

⑦

倉
庫
環
境
の
改
善
と
資
料
整
理

開
か
れ
た
神
社



御
遷
座
三
五
〇
年
大
祭
は
、
令
和

２
年
（
２
０
２
０
）10
月
11
日
に
総
代
・

世
話
人
参
列
の
も
と
斎
行
さ
れ
、
目

出
度
く
納
め
ら
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る

状
況
下
で
あ
っ
た
が
、
社
殿
内
で
執

り
行
わ
れ
る
祭
典
は
感
染
の
防
止
策

を
講
じ
た
上
で
、
滞
り
な
く
行
わ
れ
た
。

前
日
か
ら
の
大
雨
は
祭
典
の
数
時
間

前
ま
で
降
り
続
き
、
生
き
と
し
生
け

る
も
の
す
べ
て
に
恵
み
を
も
た
ら
す
大

神
様
の
限
り
な
い
御
神
徳
を
改
め
て
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。
御
祭
神
の
御
神
威
が

益
々
御
発
揚
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
神

様
の
御
加
護
の
も
と
皆
様
が
御
健
勝
で

あ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
す
る
。
御
遷

座
三
五
〇
年
を
迎
え
た
こ
と
、
氏
子
・

崇
敬
者
の
皆
様
と
共
に
こ
の
喜
び
を
分

か
ち
あ
い
た
い
。

さ
て
、
こ
の
御
遷
座
三
五
〇
年
大
祭

記
念
誌
は
、
令
和
２
年
（
２
０
２
０
）

12
月
に
発
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全
国

的
な
感
染
拡
大
を
受
け
、令
和
３
年（
２

０
２
１
）
に
発
刊
が
延
期
さ
れ
た
。
そ

の
後
も
、
企
画
の
広
が
り
と
予
算
面
の

手
当
の
必
要
か
ら
、
遅
々
と
し
て
進
ま

ず
、
難
航
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
令

和
３
年
（
２
０
２
１
）
５
月
下
旬
か
ら

６
月
中
旬
に
行
わ
れ
た
倉
庫
内
の
資

料
・
写
真
の
調
査
、
宝
物
庫
の
調
査
、

書
庫
の
調
査
に
よ
り
誌
面
構
成
の
効
率

が
向
上
し
、
発
刊
に
向
け
て
大
き
く
前

進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
出

版
社
、
編
集
者
の
変
更
は
あ
っ
た
も
の

の
、
新
旧
編
集
者
等
の
献
身
的
な
御
支

援
に
よ
り
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
、

今
回
の
出
版
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ど
ん
な
書
物
も
大
勢
の
人
々
が
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
常
で
あ
る
が
、
本
書

も
例
外
で
は
な
く
、
多
く
の
人
の
支
え

に
よ
り
出
版
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
記
念
誌
編
纂
に
あ
た
り
、
第

２
章
の
項
目
を
御
寄
稿
下
さ
っ
た
近
辻

喜
一
先
生
、
行
田
健
晃
先
生
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
近
辻
先
生
は
、

中
世
か
ら
明
治
期
ま
で
の
田
無
の
歴
史

を
網
羅
的
に
解
説
い
た
だ
き
、
行
田
先

生
は
名
主
「
下
田
半
兵
衛
」
に
焦
点
を

当
て
、
学
術
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
神

社
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
田
無
の
歴
史
、

下
田
家
の
歴
史
を
重
層
的
に
俯
瞰
す
る

こ
と
で
、
広
い
視
野
で
田
無
神
社
を
理

解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
田
無
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
郷

土
を
愛
す
る
心
が
育
ま
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
地
の
発
展
の
礎
を

担
っ
た
先
人
の
足
跡
を
辿
る
手
が
か
り

と
し
て
も
、
多
く
の
方
々
が
本
書
を
手

に
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

第
６
章「
田
無
神
社
の
碑
刻
銘
文
選
」

の
項
目
は
武
蔵
野
大
学
教
育
学
部
廣
瀨 

裕
之
（
舟
雲
）
教
授
が
「
供
養
塔
」・「
石

盥
銘
」・「
本
殿
基
壇
銘
」・「
将
軍
山
碑
」

に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
御
多
忙
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
本
書
発
刊
の
た
め
に
多

く
の
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。
廣
瀬
教
授
の
執
筆
が
な
け
れ
ば
、

田
無
神
社
の
石
盥
、
将
軍
山
碑
等
が
日

の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

御
寄
稿
に
よ
り
、
石
造
物
の
文
化
財
と

し
て
の
側
面
が
再
評
価
さ
れ
、
そ
の
価

値
が
高
ま
っ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

本
書
の
校
閲
や
古
い
資
料
の
整
理
に

尽
力
し
た
田
無
神
社 

権
禰
宜 

福
島
康

夫
を
は
じ
め
す
べ
て
の
田
無
神
社
職
員

に
も
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

本
書
執
筆
に
あ
た
り
、
現
在
と
過
去

の
記
録
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
の
困
難

さ
に
直
面
し
た
。
神
社
と
し
て
記
念
誌

の
編
纂
に
取
り
組
む
の
は
今
回
が
初
め

て
で
あ
り
、
手
探
り
の
状
態
か
ら
始
ま

っ
た
。
往
時
の
記
録
が
思
う
よ
う
に
揃

わ
な
い
中
、
限
ら
れ
た
時
間
で
執
筆
す

る
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

特
に
、
古
い
写
真
や
資
料
の
収
集
に
苦

慮
し
た
。
そ
れ
ら
は
戦
時
中
に
一
部
を

除
い
て
紛
失
し
て
お
り
、
ま
た
、
現
在
、

戦
前
の
田
無
神
社
に
つ
い
て
ご
存
知
の

方
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
さ
ら
に
、
戦

前
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
も
、
氏
子
・
崇

敬
者
の
ほ
と
ん
ど
が
お
持
ち
で
は
な
か

っ
た
。
本
書
は
神
社
に
残
る
数
少
な
い

貴
重
な
写
真
・
資
料
を
掘
り
下
げ
て
解

読
し
、
組
み
立
て
構
成
し
た
。
写
真
や

資
料
に
解
説
文
を
入
れ
て
い
る
の
で
、

神
道
の
知
識
が
な
く
て
も
読
み
や
す
い

内
容
に
な
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

本
書
を
通
じ
て
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様

が
田
無
神
社
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
ま
た
、
神

職
や
巫
女
、
筆
耕
な
ど
の
田
無
神
社
職

員
に
と
っ
て
本
書
が
田
無
神
社
を
正
確

に
理
解
す
る
た
め
の
テ
キ
ス
ト
の
よ
う

な
存
在
と
も
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

内
容
に
つ
い
て
は
総
力
を
挙
げ
て
編
纂

に
取
り
組
み
、
万
全
を
期
し
た
つ
も
り

で
は
あ
る
が
、
書
き
足
り
ぬ
点
、
調
査

を
尽
く
し
き
れ
て
い
な
い
点
も
多
々
あ

る
の
で
、
何
卒
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
25
年
（
２
０
１
３
）
３
月
30
日
、

先
代
宮
司 

賀
陽
濟
は
59
歳
の
若
さ
で

こ
の
世
を
去
っ
た
。
神
明
奉
仕
を
通
し

て
、
賀
陽
濟
は
多
く
の
こ
と
を
田
無
神

社
に
残
し
た
。
私
が
子
供
の
頃
の
田
無

神
社
と
い
え
ば
、
社
務
所
こ
そ
あ
る
が
、

授
与
所
を
開
け
る
の
は
忙
繁
期
だ
け
で

他
の
時
期
は
閉
ま
っ
た
ま
ま
の
開
か
ず

の
神
社
で
あ
っ
た
。
７
万
人
が
住
む
田

無
の
氏
神
社
と
し
て
は
設
備
や
施
設
が

物
足
り
ず
、
十
分
に
社
務
を
こ
な
せ
な

か
っ
た
。
こ
う
い
う
状
況
を
打
開
す
る

た
め
に
は
大
規
模
な
境
内
整
備
が
必
要

で
あ
っ
た
。
敷
石
を
並
べ
、
授
与
所
や

御
手
洗
い
所
を
作
り
、
立
体
駐
車
場
を

併
設
し
た
。
ま
た
、
空
間
を
広
げ
る
た

め
に
境
内
に
手
を
加
え
、
移
設
工
事
な

ど
の
大
き
な
工
事
に
取
り
組
ん
だ
。
境

内
を
美
し
い
草
木
が
囲
み
、
待
合
殿
や

第
二
の
授
与
所
と
神
輿
庫
が
建
設
さ
れ

た
。
さ
ら
に
は
大
鵬
土
俵
が
建
立
さ
れ
、

田
無
神
社
は
開
か
れ
た
神
社
へ
と
変
貌

を
と
げ
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
医
師
と

し
て
診
療
や
研
究
に
従
事
し
、
医
学
博

士
と
し
て
教
鞭
を
と
る
中
で
こ
れ
だ
け

多
く
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
驚

か
さ
れ
る
。

私
は
平
成
25
年
（
２
０
１
３
）
５
月

に
27
歳
で
田
無
神
社
の
宮
司
の
職
を
仰

せ
つ
か
っ
た
。
当
時
の
私
に
と
っ
て
田

無
神
社
の
歴
史
を
探
る
こ
と
が
最
も
困

難
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
田
無
神
社
の
歴
史
、
過
去
を
語
る
ま

と
ま
っ
た
資
料
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、

散
在
す
る
書
類
か
ら
歴
史
を
紐
解
き
、

神
社
が
歩
ん
で
き
た
軌
跡
を
推
察
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の

当
時
か
ら
、
神
社
全
体
を
適
切
に
管
理

運
営
す
る
に
は
、
史
実
に
裏
打
ち
さ
れ

た
正
確
な
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
、
倉
庫
整
理
を
行
い
、
資
料

集
を
作
り
、
頭
を
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
た
。

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
の
大
規
模

な
資
料
調
査
で
、
倉
庫
を
整
理
整
頓
し

資
料
の
再
収
納
を
行
っ
た
。
倉
庫
や
倉

庫
の
よ
う
な
も
の
が
複
数
存
在
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
雑
然
と
置
か
れ
、
埃

を
か
ぶ
っ
た
資
料
や
本
が
整
理
さ
れ
ず

に
堆
く
積
ま
れ
て
い
た
。
社
務
所
地
下

倉
庫
２
室
に
カ
ビ
発
生
を
防
ぐ
た
め
の

空
調
の
取
り
付
け
工
事
を
実
施
し
、
倉

庫
環
境
の
改
善
を
図
っ
た
。
田
無
神
社

の
倉
庫
に
あ
る
資
料
や
写
真
は
地
域
に

と
っ
て
も
宝
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
保
存
し
、
後
世
に
引
き
継
い
で
参

り
た
い
。
そ
し
て
、
今
後
は
原
本
と
な

る
資
料
を
電
子
化
し
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
上
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
推
し
進
め
て

い
き
た
い
。

こ
の
活
動
の
中
で
本
書
編
纂
の
や
り

が
い
と
倉
庫
整
理
の
手
応
え
を
実
感
し

た
瞬
間
が
あ
る
。
倉
庫
の
整
理
中
に
あ

る
青
年
が
神
社
を
訪
れ
た
。
彼
の
祖
父

は
土
俵
作
り
の
職
人
で
、
大
鵬
土
俵
の

設
置
工
事
に
も
携
わ
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。「
祖
父
の
写
真
が
残
っ
て
い
た

ら
見
せ
て
欲
し
い
」
と
言
う
彼
に
、
倉

庫
内
の
整
頓
さ
れ
た
ば
か
り
の
本
棚
か

ら
サ
ッ
と
お
目
当
て
の
写
真
を
渡
す
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

戦
後
最
多
の
145
万
人
。
こ
の
数
字
は

日
本
で
令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
に
亡

く
な
っ
た
方
の
人
数
だ
。
１
日
に
約
４

千
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

令
和
７
年
（
２
０
２
５
）
に
は
、
団
塊

の
世
代
が
全
員
後
期
高
齢
者
と
な
る
。

日
本
は
世
界
に
類
を
み
な
い
ほ
ど
高
齢

化
が
進
ん
だ
国
で
あ
り
、こ
れ
か
ら「
多

死
社
会
」
へ
と
突
入
す
る
。
日
々
、
こ

れ
だ
け
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
死
は
日
常
で

あ
る
は
ず
な
の
に
、
現
代
で
は
特
別
な

こ
と
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
し
ま
う
。
私
が
生
ま
れ
る
よ
り
前
、

か
つ
て
の
大
家
族
の
中
で
は
死
は
常
に

身
近
に
存
在
し
て
い
た
そ
う
だ
。
年
長

者
が
家
族
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
家
で
逝

き
、
看
取
ら
れ
る
。
そ
の
姿
を
幼
い
頃

か
ら
日
常
の
中
の
出
来
事
と
し
て
目
に

し
て
い
た
。
し
か
し
、
今
日
の
核
家
族

化
の
中
で
は
、
死
は
遠
い
場
所
で
突
然

発
生
す
る
。
そ
の
場
所
も
病
院
の
ベ
ッ

ド
の
上
が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
た
。
死
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
「
今
を
ど
う
生

き
る
か
」
に
つ
な
が
る
前
向
き
な
行
動

で
あ
る
。
生
と
死
と
の
距
離
感
の
変
化

が
生
じ
た
現
在
で
あ
っ
て
も
、
死
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
命
と
向
き
合
い
、
命

を
語
り
合
う
姿
勢
を
持
ち
合
わ
せ
た
い
。

我
が
国
の
総
人
口
は
平
成
20
年
（
２

０
２
８
）
を
ピ
ー
ク
に
人
口
が
減
少
す

る
時
代
と
な
っ
た
。
高
齢
者
が
多
く
を

占
め
過
疎
状
態
に
な
る
地
域
は
日
本
各

地
に
点
在
し
、
も
は
や
打
つ
手
の
な
い

状
況
に
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
地
域
経
済
を
縮

小
さ
せ
、
悪
循
環
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

過
疎
地
帯
に
鎮
座
す
る
小
規
模
神
社
で

は
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
る
。

古
来
よ
り
、
神
社
の
祭
祀
を
通
し
て
地

域
の
連
帯
感
、
一
体
感
が
育
ま
れ
て
き

た
。
日
本
人
が
潜
在
的
に
持
つ
祭
り
と

い
う
概
念
は
、
地
域
経
済
の
縮
小
や
高

齢
化
に
よ
る
地
縁
的
な
繋
が
り
の
希
薄

化
か
ら
徐
々
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
人

口
が
減
り
氏
子
組
織
が
崩
壊
す
る
こ
と

で
、
村
や
町
の
祭
り
が
衰
退
し
、
伝
統

行
事
が
途
絶
え
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

田
無
神
社
を
含
む
多
摩
地
域
の
神
社
で

す
ら
後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
神
社
を
取
り
巻
く
状
況
は
全

国
的
に
厳
し
い
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、

戦
後
の
家
族
制
度
の
変
化
、
特
に
核
家

族
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
親
か
ら
子
へ
、

子
か
ら
孫
へ
と
連
綿
と
伝
え
ら
れ
て
き

た
「
し
き
た
り
」
や
「
習
わ
し
」
の
伝

承
方
式
が
崩
れ
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
た

伝
統
文
化
も
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ

か
ら
の
神
社
に
と
っ
て
、
人
と
人
、
人

と
社
会
を
「
結
ぶ
・
紡
ぐ
」
と
い
う
こ

と
は
極
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
く
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
国
内
で
始
め
て
確

認
さ
れ
て
か
ら
３
年
余
り
が
過
ぎ
た
。

令
和
２
年（
２
０
２
０
）、令
和
３
年（
２

０
２
１
）
に
生
ま
れ
た
女
の
子
に
は

「
結
」、「
紡
」
の
字
の
入
る
名
前
が
多

か
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

に
も
顕
著
に
現
れ
た
そ
う
だ
。
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
は
、
混
沌
と
し
た
時
代

に
な
る
と
、
子
供
の
将
来
を
案
じ
て
子

供
に
「
つ
な
が
る
」
と
い
う
意
味
を
含

む
「
結
」、「
紡
」
と
い
う
漢
字
を
つ
け

る
の
で
あ
ろ
う
。
感
染
リ
ス
ク
を
低
減

さ
せ
る
行
動
を
と
り
な
が
ら
も
、
コ
ロ

ナ
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人

と
人
、
人
と
地
域
の
縁
を
結
び
、
つ
な

が
り
や
絆
を
紡
ぐ
心
を
大
切
に
持
ち
続

け
た
い
。

メ
デ
ィ
ア
環
境
が
日
々
進
化
す
る
情

報
過
多
社
会
で
、
情
報
発
信
の
手
法
は

大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
新
聞
や
雑

誌
、
テ
レ
ビ
等
の
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
は

単
方
向
的
な
情
報
伝
達
で
あ
っ
た
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
は
双
方
向
的
な

情
報
伝
達
が
可
能
で
あ
る
。
情
報
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
り
「
発
信

す
る
も
の
」
あ
る
い
は
「
受
け
取
る
も

の
」
と
い
う
一
方
通
行
の
固
定
さ
れ
た

役
割
か
ら
脱
皮
し
た
。
現
に
、
神
社
に

対
す
る
参
拝
者
の
評
価
は
We
b
上
で

簡
単
に
書
き
込
み
で
き
る
時
代
で
あ
る
。

神
社
の
許
可
な
く
勝
手
にG

oogle

マ

ッ
プ
に
掲
載
さ
れ
、
頼
み
も
し
て
な
い

の
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
不
特
定
多

数
の
人
々
が
五
段
階
評
価
で
星
マ
ー
ク

を
付
け
ら
れ
る
。
We
b
上
の
評
価
は

実
際
に
参
拝
者
が
神
社
に
訪
れ
る
か
ど

う
か
の
意
思
決
定
の
材
料
に
な
る
反
面
、

名
誉
毀
損
や
侮
辱
，
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

侵
害
等
の
書
き
込
み
の
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
神
社
と
し
て
も
注
視
す
る
必
要
が

あ
る
。
神
社
か
ら
一
方
的
に
情
報
を
発

信
し
続
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
参
拝
者

の
意
志
や
感
情
を
積
極
的
に
収
集
す
る

取
り
組
み
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
た
の

だ
。
分
か
り
合
お
う
と
す
る
努
力
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
お
い
て
、
神
社
に
奉
職
す
る
職
員
ら

は
、
参
拝
者
と
の
会
話
を
よ
り
大
切
に

し
て
ほ
し
い
。
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
お
い
て
も
We
b
メ
デ
ィ
ア
で

も
大
切
な
の
は
「
通
じ
合
う
想
い
」
な

の
で
あ
る
。
神
社
が
持
つ
公
共
性
を
最

大
限
に
活
用
し
、
地
域
の
一
体
性
を
育

み
、
若
者
の
郷
土
意
識
を
高
め
、
伝
統

精
神
を
共
有
し
て
い
き
た
い
。

田
無
神
社
の
二
の
鳥
居
に
は
「
開
か

れ
た
神
社
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。「
開
か
れ
た
神
社
」
と

い
う
言
葉
は
、
先
代
宮
司
の
賀
陽
濟
が

約
10
年
前
に
創
っ
た
と
さ
れ
る
。
直
接

こ
の
言
葉
の
意
味
を
先
代
宮
司
か
ら
教

わ
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
二
つ
の
意
味

が
潜
ん
で
い
る
と
信
じ
て
い
る
。
一
つ

は
、
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
氏
子
・

崇
敬
者
に
寄
り
添
っ
た
神
社
で
あ
る
と

い
う
意
味
だ
。
も
う
一
つ
の
意
味
は
、

参
拝
者
に
と
っ
て
職
員
が
親
し
み
や
す

い
存
在
に
な
ろ
う
と
い
う
心
構
え
で
あ

る
。「
開
か
れ
た
神
社
」
と
い
う
言
葉

は
参
拝
者
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ

り
、
職
員
へ
向
け
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
田
無
神
社
に
奉

職
す
る
神
職
や
巫
女
、
筆
耕
ら
に
は
こ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
氏
子
・
崇
敬

者
と
心
を
響
か
せ
あ
い
、
互
い
に
理
解

し
、
よ
い
影
響
を
与
え
合
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
郷

土
を
愛
し
、
誇
り
も
持
つ
若
者
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
否
が
応

で
も
直
面
す
る
こ
と
と
な
る
「
多
死
社

会
」、
歴
史
上
前
例
の
な
い
「
超
高
齢

化
社
会
」、歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
「
過

疎
化
」
を
乗
り
越
え
た
い
。

都
内
の
市
区
町
村
で
観
光
協
会
の
設

立
が
進
む
な
ど
、
全
国
各
地
で
観
光
産

業
振
興
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
西
東
京
市
に
は
観
光
事

業
の
振
興
や
誘
致
を
担
う
「
観
光
課
」

は
な
い
し
、「
観
光
協
会
」
も
存
在
し

な
い
。
文
化
振
興
を
語
る
上
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
は
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

の
一
つ
で
あ
る
は
ず
だ
。
現
在
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。
今
後
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
反
動
や
令
和
７
年
（
２
０
２

５
）
に
開
催
予
定
の
大
阪
・
関
西
万
博

も
見
据
え
、
旅
行
者
数
は
徐
々
に
増
え

て
い
く
だ
ろ
う
。
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
は
外
国
人
需
要
は
欠
か
せ
な

い
し
、
他
国
か
ら
の
人
の
呼
び
込
み
は

地
域
の
資
源
を
再
発
見
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
。
今
後
、
西
東
京
市
に
は
外
国

人
観
光
者
を
も
て
な
す
取
り
組
み
が
期

待
さ
れ
る
。

観
光
課
あ
る
い
は
こ
れ
の
機
能
を
有

す
る
組
織
が
な
い
の
で
、
西
東
京
市
の

魅
力
は
、
市
外
、
他
県
の
人
々
に
も
十

分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
人
を
呼
び
込
む
こ
と
は
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域
に
活

力
を
与
え
る
効
果
が
あ
る
。
田
無
神
社

本
殿
・
拝
殿
は
東
京
都
指
定
文
化
財
、

田
無
神
社
参
集
殿
は
国
登
録
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
の
あ
る

建
造
物
や
街
並
み
は
、
そ
の
時
代
の
記

憶
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
貴
重
な
資
源
で

あ
る
。
こ
う
し
た
資
源
を
活
用
し
て
、

観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、
先
人

か
ら
受
け
継
い
だ
歴
史
や
文
化
な
ど
の

「
西
東
京
市
の
価
値
」
を
街
作
り
の
取

り
組
み
に
活
か
し
て
欲
し
い
。 

情
報
通

信
技
術
が
発
展
し
、
交
流
人
口
が
拡
大

す
る
現
代
に
あ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
枠
は
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
。
現
代

社
会
に
お
い
て
は
、
西
東
京
市
に
興
味

関
心
を
抱
い
て
く
れ
る
全
て
の
人
々
が

「
目
に
見
え
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の

メ
ン
バ
ー
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
市

民
ら
に
見
逃
さ
れ
て
い
る
観
光
資
源
を

す
ぐ
に
全
国
展
開
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
が
、
こ
れ
を
再
発
見
し
、
再
評
価
、

再
構
成
す
る
こ
と
で
徐
々
に
視
点
を
内

か
ら
外
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
西
東
京
市
に
は
、
自
然
、

文
化
、
歴
史
な
ど
地
域
の
資
源
を
活
か

し
た
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
街
作

り
を
期
待
し
た
い
。

日
本
文
化
は
、
あ
ら
た
め
て
言
う
ま

で
も
な
く
長
い
歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ

て
き
た
。
戦
後
我
が
国
は
、
世
界
に
類

の
な
い
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
た
が
、

や
や
も
す
る
と
物
質
的
繁
栄
に
の
み
目

が
奪
わ
れ
、
精
神
面
の
重
要
性
へ
の
認

識
が
希
薄
に
な
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ

る
。
今
日
の
日
本
は
、
飛
躍
的
な
発
展

を
遂
げ
、
国
民
の
生
活
水
準
も
著
し
く

向
上
し
た
反
面
、
敬
神
崇
祖
の
念
は
薄

ら
ぎ
、
若
者
は
疎
か
中
高
年
に
至
る
ま

で
偏
向
思
想
に
侵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
中
に
あ
っ
て
神
職
は
、
我
が
国

の
伝
統
、
文
化
、
郷
土
を
し
っ
か
り
と

守
り
伝
え
る
た
め
に
、
先
祖
か
ら
受
け

継
い
だ
日
本
人
の
心
を
正
し
く
後
世
に

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
社
の
祭

礼
を
通
し
て
日
本
の
伝
統
と
文
化
を
守

り
、
国
の
歴
史
に
誇
り
を
持
つ
次
世
代

を
育
成
す
る
使
命
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
緊
迫
し
た
中
国
を
は

じ
め
と
す
る
近
隣
諸
国
の
情
勢
や
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
コ
ロ
ナ
の
報
道

を
見
る
限
り
、
改
革
の
年
が
迫
っ
て
き

て
い
る
。
そ
れ
ら
に
振
り
回
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
ど
っ
し
り
と
構
え
時
代
の
潮

流
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
一

つ
一
つ
の
祭
儀
を
大
切
に
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
氏
子
と
の
交
流
を

積
極
的
に
図
り
、「
開
か
れ
た
神
社
」

を
目
指
し
て
参
り
た
い
。

（令和5年1月1日発行） 

⑧

よ
う
こ
そ
西
東
京
市
へ



御
遷
座
三
五
〇
年
大
祭
は
、
令
和

２
年
（
２
０
２
０
）10
月
11
日
に
総
代
・

世
話
人
参
列
の
も
と
斎
行
さ
れ
、
目

出
度
く
納
め
ら
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る

状
況
下
で
あ
っ
た
が
、
社
殿
内
で
執

り
行
わ
れ
る
祭
典
は
感
染
の
防
止
策

を
講
じ
た
上
で
、
滞
り
な
く
行
わ
れ
た
。

前
日
か
ら
の
大
雨
は
祭
典
の
数
時
間

前
ま
で
降
り
続
き
、
生
き
と
し
生
け

る
も
の
す
べ
て
に
恵
み
を
も
た
ら
す
大

神
様
の
限
り
な
い
御
神
徳
を
改
め
て
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。
御
祭
神
の
御
神
威
が

益
々
御
発
揚
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
神

様
の
御
加
護
の
も
と
皆
様
が
御
健
勝
で

あ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
す
る
。
御
遷

座
三
五
〇
年
を
迎
え
た
こ
と
、
氏
子
・

崇
敬
者
の
皆
様
と
共
に
こ
の
喜
び
を
分

か
ち
あ
い
た
い
。

さ
て
、
こ
の
御
遷
座
三
五
〇
年
大
祭

記
念
誌
は
、
令
和
２
年
（
２
０
２
０
）

12
月
に
発
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全
国

的
な
感
染
拡
大
を
受
け
、令
和
３
年（
２

０
２
１
）
に
発
刊
が
延
期
さ
れ
た
。
そ

の
後
も
、
企
画
の
広
が
り
と
予
算
面
の

手
当
の
必
要
か
ら
、
遅
々
と
し
て
進
ま

ず
、
難
航
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
令

和
３
年
（
２
０
２
１
）
５
月
下
旬
か
ら

６
月
中
旬
に
行
わ
れ
た
倉
庫
内
の
資

料
・
写
真
の
調
査
、
宝
物
庫
の
調
査
、

書
庫
の
調
査
に
よ
り
誌
面
構
成
の
効
率

が
向
上
し
、
発
刊
に
向
け
て
大
き
く
前

進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
出

版
社
、
編
集
者
の
変
更
は
あ
っ
た
も
の

の
、
新
旧
編
集
者
等
の
献
身
的
な
御
支

援
に
よ
り
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
、

今
回
の
出
版
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ど
ん
な
書
物
も
大
勢
の
人
々
が
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
常
で
あ
る
が
、
本
書

も
例
外
で
は
な
く
、
多
く
の
人
の
支
え

に
よ
り
出
版
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
記
念
誌
編
纂
に
あ
た
り
、
第

２
章
の
項
目
を
御
寄
稿
下
さ
っ
た
近
辻

喜
一
先
生
、
行
田
健
晃
先
生
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
近
辻
先
生
は
、

中
世
か
ら
明
治
期
ま
で
の
田
無
の
歴
史

を
網
羅
的
に
解
説
い
た
だ
き
、
行
田
先

生
は
名
主
「
下
田
半
兵
衛
」
に
焦
点
を

当
て
、
学
術
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
神

社
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
田
無
の
歴
史
、

下
田
家
の
歴
史
を
重
層
的
に
俯
瞰
す
る

こ
と
で
、
広
い
視
野
で
田
無
神
社
を
理

解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
田
無
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
郷

土
を
愛
す
る
心
が
育
ま
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
地
の
発
展
の
礎
を

担
っ
た
先
人
の
足
跡
を
辿
る
手
が
か
り

と
し
て
も
、
多
く
の
方
々
が
本
書
を
手

に
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

第
６
章「
田
無
神
社
の
碑
刻
銘
文
選
」

の
項
目
は
武
蔵
野
大
学
教
育
学
部
廣
瀨 

裕
之
（
舟
雲
）
教
授
が
「
供
養
塔
」・「
石

盥
銘
」・「
本
殿
基
壇
銘
」・「
将
軍
山
碑
」

に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
御
多
忙
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
本
書
発
刊
の
た
め
に
多

く
の
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。
廣
瀬
教
授
の
執
筆
が
な
け
れ
ば
、

田
無
神
社
の
石
盥
、
将
軍
山
碑
等
が
日

の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

御
寄
稿
に
よ
り
、
石
造
物
の
文
化
財
と

し
て
の
側
面
が
再
評
価
さ
れ
、
そ
の
価

値
が
高
ま
っ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

本
書
の
校
閲
や
古
い
資
料
の
整
理
に

尽
力
し
た
田
無
神
社 
権
禰
宜 

福
島
康

夫
を
は
じ
め
す
べ
て
の
田
無
神
社
職
員

に
も
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

本
書
執
筆
に
あ
た
り
、
現
在
と
過
去

の
記
録
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
の
困
難

さ
に
直
面
し
た
。
神
社
と
し
て
記
念
誌

の
編
纂
に
取
り
組
む
の
は
今
回
が
初
め

て
で
あ
り
、
手
探
り
の
状
態
か
ら
始
ま

っ
た
。
往
時
の
記
録
が
思
う
よ
う
に
揃

わ
な
い
中
、
限
ら
れ
た
時
間
で
執
筆
す

る
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

特
に
、
古
い
写
真
や
資
料
の
収
集
に
苦

慮
し
た
。
そ
れ
ら
は
戦
時
中
に
一
部
を

除
い
て
紛
失
し
て
お
り
、
ま
た
、
現
在
、

戦
前
の
田
無
神
社
に
つ
い
て
ご
存
知
の

方
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
さ
ら
に
、
戦

前
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
も
、
氏
子
・
崇

敬
者
の
ほ
と
ん
ど
が
お
持
ち
で
は
な
か

っ
た
。
本
書
は
神
社
に
残
る
数
少
な
い

貴
重
な
写
真
・
資
料
を
掘
り
下
げ
て
解

読
し
、
組
み
立
て
構
成
し
た
。
写
真
や

資
料
に
解
説
文
を
入
れ
て
い
る
の
で
、

神
道
の
知
識
が
な
く
て
も
読
み
や
す
い

内
容
に
な
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

本
書
を
通
じ
て
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様

が
田
無
神
社
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
ま
た
、
神

職
や
巫
女
、
筆
耕
な
ど
の
田
無
神
社
職

員
に
と
っ
て
本
書
が
田
無
神
社
を
正
確

に
理
解
す
る
た
め
の
テ
キ
ス
ト
の
よ
う

な
存
在
と
も
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

内
容
に
つ
い
て
は
総
力
を
挙
げ
て
編
纂

に
取
り
組
み
、
万
全
を
期
し
た
つ
も
り

で
は
あ
る
が
、
書
き
足
り
ぬ
点
、
調
査

を
尽
く
し
き
れ
て
い
な
い
点
も
多
々
あ

る
の
で
、
何
卒
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
25
年
（
２
０
１
３
）
３
月
30
日
、

先
代
宮
司 

賀
陽
濟
は
59
歳
の
若
さ
で

こ
の
世
を
去
っ
た
。
神
明
奉
仕
を
通
し

て
、
賀
陽
濟
は
多
く
の
こ
と
を
田
無
神

社
に
残
し
た
。
私
が
子
供
の
頃
の
田
無

神
社
と
い
え
ば
、
社
務
所
こ
そ
あ
る
が
、

授
与
所
を
開
け
る
の
は
忙
繁
期
だ
け
で

他
の
時
期
は
閉
ま
っ
た
ま
ま
の
開
か
ず

の
神
社
で
あ
っ
た
。
７
万
人
が
住
む
田

無
の
氏
神
社
と
し
て
は
設
備
や
施
設
が

物
足
り
ず
、
十
分
に
社
務
を
こ
な
せ
な

か
っ
た
。
こ
う
い
う
状
況
を
打
開
す
る

た
め
に
は
大
規
模
な
境
内
整
備
が
必
要

で
あ
っ
た
。
敷
石
を
並
べ
、
授
与
所
や

御
手
洗
い
所
を
作
り
、
立
体
駐
車
場
を

併
設
し
た
。
ま
た
、
空
間
を
広
げ
る
た

め
に
境
内
に
手
を
加
え
、
移
設
工
事
な

ど
の
大
き
な
工
事
に
取
り
組
ん
だ
。
境

内
を
美
し
い
草
木
が
囲
み
、
待
合
殿
や

第
二
の
授
与
所
と
神
輿
庫
が
建
設
さ
れ

た
。
さ
ら
に
は
大
鵬
土
俵
が
建
立
さ
れ
、

田
無
神
社
は
開
か
れ
た
神
社
へ
と
変
貌

を
と
げ
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
医
師
と

し
て
診
療
や
研
究
に
従
事
し
、
医
学
博

士
と
し
て
教
鞭
を
と
る
中
で
こ
れ
だ
け

多
く
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
驚

か
さ
れ
る
。

私
は
平
成
25
年
（
２
０
１
３
）
５
月

に
27
歳
で
田
無
神
社
の
宮
司
の
職
を
仰

せ
つ
か
っ
た
。
当
時
の
私
に
と
っ
て
田

無
神
社
の
歴
史
を
探
る
こ
と
が
最
も
困

難
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
田
無
神
社
の
歴
史
、
過
去
を
語
る
ま

と
ま
っ
た
資
料
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、

散
在
す
る
書
類
か
ら
歴
史
を
紐
解
き
、

神
社
が
歩
ん
で
き
た
軌
跡
を
推
察
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の

当
時
か
ら
、
神
社
全
体
を
適
切
に
管
理

運
営
す
る
に
は
、
史
実
に
裏
打
ち
さ
れ

た
正
確
な
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
、
倉
庫
整
理
を
行
い
、
資
料

集
を
作
り
、
頭
を
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
た
。

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
の
大
規
模

な
資
料
調
査
で
、
倉
庫
を
整
理
整
頓
し

資
料
の
再
収
納
を
行
っ
た
。
倉
庫
や
倉

庫
の
よ
う
な
も
の
が
複
数
存
在
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
雑
然
と
置
か
れ
、
埃

を
か
ぶ
っ
た
資
料
や
本
が
整
理
さ
れ
ず

に
堆
く
積
ま
れ
て
い
た
。
社
務
所
地
下

倉
庫
２
室
に
カ
ビ
発
生
を
防
ぐ
た
め
の

空
調
の
取
り
付
け
工
事
を
実
施
し
、
倉

庫
環
境
の
改
善
を
図
っ
た
。
田
無
神
社

の
倉
庫
に
あ
る
資
料
や
写
真
は
地
域
に

と
っ
て
も
宝
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
保
存
し
、
後
世
に
引
き
継
い
で
参

り
た
い
。
そ
し
て
、
今
後
は
原
本
と
な

る
資
料
を
電
子
化
し
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
上
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
推
し
進
め
て

い
き
た
い
。

こ
の
活
動
の
中
で
本
書
編
纂
の
や
り

が
い
と
倉
庫
整
理
の
手
応
え
を
実
感
し

た
瞬
間
が
あ
る
。
倉
庫
の
整
理
中
に
あ

る
青
年
が
神
社
を
訪
れ
た
。
彼
の
祖
父

は
土
俵
作
り
の
職
人
で
、
大
鵬
土
俵
の

設
置
工
事
に
も
携
わ
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。「
祖
父
の
写
真
が
残
っ
て
い
た

ら
見
せ
て
欲
し
い
」
と
言
う
彼
に
、
倉

庫
内
の
整
頓
さ
れ
た
ば
か
り
の
本
棚
か

ら
サ
ッ
と
お
目
当
て
の
写
真
を
渡
す
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

戦
後
最
多
の
145
万
人
。
こ
の
数
字
は

日
本
で
令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
に
亡

く
な
っ
た
方
の
人
数
だ
。
１
日
に
約
４

千
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

令
和
７
年
（
２
０
２
５
）
に
は
、
団
塊

の
世
代
が
全
員
後
期
高
齢
者
と
な
る
。

日
本
は
世
界
に
類
を
み
な
い
ほ
ど
高
齢

化
が
進
ん
だ
国
で
あ
り
、こ
れ
か
ら「
多

死
社
会
」
へ
と
突
入
す
る
。
日
々
、
こ

れ
だ
け
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
死
は
日
常
で

あ
る
は
ず
な
の
に
、
現
代
で
は
特
別
な

こ
と
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
し
ま
う
。
私
が
生
ま
れ
る
よ
り
前
、

か
つ
て
の
大
家
族
の
中
で
は
死
は
常
に

身
近
に
存
在
し
て
い
た
そ
う
だ
。
年
長

者
が
家
族
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
家
で
逝

き
、
看
取
ら
れ
る
。
そ
の
姿
を
幼
い
頃

か
ら
日
常
の
中
の
出
来
事
と
し
て
目
に

し
て
い
た
。
し
か
し
、
今
日
の
核
家
族

化
の
中
で
は
、
死
は
遠
い
場
所
で
突
然

発
生
す
る
。
そ
の
場
所
も
病
院
の
ベ
ッ

ド
の
上
が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
た
。
死
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
「
今
を
ど
う
生

き
る
か
」
に
つ
な
が
る
前
向
き
な
行
動

で
あ
る
。
生
と
死
と
の
距
離
感
の
変
化

が
生
じ
た
現
在
で
あ
っ
て
も
、
死
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
命
と
向
き
合
い
、
命

を
語
り
合
う
姿
勢
を
持
ち
合
わ
せ
た
い
。

我
が
国
の
総
人
口
は
平
成
20
年
（
２

０
２
８
）
を
ピ
ー
ク
に
人
口
が
減
少
す

る
時
代
と
な
っ
た
。
高
齢
者
が
多
く
を

占
め
過
疎
状
態
に
な
る
地
域
は
日
本
各

地
に
点
在
し
、
も
は
や
打
つ
手
の
な
い

状
況
に
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
地
域
経
済
を
縮

小
さ
せ
、
悪
循
環
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

過
疎
地
帯
に
鎮
座
す
る
小
規
模
神
社
で

は
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
る
。

古
来
よ
り
、
神
社
の
祭
祀
を
通
し
て
地

域
の
連
帯
感
、
一
体
感
が
育
ま
れ
て
き

た
。
日
本
人
が
潜
在
的
に
持
つ
祭
り
と

い
う
概
念
は
、
地
域
経
済
の
縮
小
や
高

齢
化
に
よ
る
地
縁
的
な
繋
が
り
の
希
薄

化
か
ら
徐
々
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
人

口
が
減
り
氏
子
組
織
が
崩
壊
す
る
こ
と

で
、
村
や
町
の
祭
り
が
衰
退
し
、
伝
統

行
事
が
途
絶
え
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

田
無
神
社
を
含
む
多
摩
地
域
の
神
社
で

す
ら
後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
神
社
を
取
り
巻
く
状
況
は
全

国
的
に
厳
し
い
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、

戦
後
の
家
族
制
度
の
変
化
、
特
に
核
家

族
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
親
か
ら
子
へ
、

子
か
ら
孫
へ
と
連
綿
と
伝
え
ら
れ
て
き

た
「
し
き
た
り
」
や
「
習
わ
し
」
の
伝

承
方
式
が
崩
れ
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
た

伝
統
文
化
も
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ

か
ら
の
神
社
に
と
っ
て
、
人
と
人
、
人

と
社
会
を
「
結
ぶ
・
紡
ぐ
」
と
い
う
こ

と
は
極
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
く
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
国
内
で
始
め
て
確

認
さ
れ
て
か
ら
３
年
余
り
が
過
ぎ
た
。

令
和
２
年（
２
０
２
０
）、令
和
３
年（
２

０
２
１
）
に
生
ま
れ
た
女
の
子
に
は

「
結
」、「
紡
」
の
字
の
入
る
名
前
が
多

か
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

に
も
顕
著
に
現
れ
た
そ
う
だ
。
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
は
、
混
沌
と
し
た
時
代

に
な
る
と
、
子
供
の
将
来
を
案
じ
て
子

供
に
「
つ
な
が
る
」
と
い
う
意
味
を
含

む
「
結
」、「
紡
」
と
い
う
漢
字
を
つ
け

る
の
で
あ
ろ
う
。
感
染
リ
ス
ク
を
低
減

さ
せ
る
行
動
を
と
り
な
が
ら
も
、
コ
ロ

ナ
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人

と
人
、
人
と
地
域
の
縁
を
結
び
、
つ
な

が
り
や
絆
を
紡
ぐ
心
を
大
切
に
持
ち
続

け
た
い
。

メ
デ
ィ
ア
環
境
が
日
々
進
化
す
る
情

報
過
多
社
会
で
、
情
報
発
信
の
手
法
は

大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
新
聞
や
雑

誌
、
テ
レ
ビ
等
の
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
は

単
方
向
的
な
情
報
伝
達
で
あ
っ
た
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
は
双
方
向
的
な

情
報
伝
達
が
可
能
で
あ
る
。
情
報
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
り
「
発
信

す
る
も
の
」
あ
る
い
は
「
受
け
取
る
も

の
」
と
い
う
一
方
通
行
の
固
定
さ
れ
た

役
割
か
ら
脱
皮
し
た
。
現
に
、
神
社
に

対
す
る
参
拝
者
の
評
価
は
We
b
上
で

簡
単
に
書
き
込
み
で
き
る
時
代
で
あ
る
。

神
社
の
許
可
な
く
勝
手
にG

oogle

マ

ッ
プ
に
掲
載
さ
れ
、
頼
み
も
し
て
な
い

の
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
不
特
定
多

数
の
人
々
が
五
段
階
評
価
で
星
マ
ー
ク

を
付
け
ら
れ
る
。
We
b
上
の
評
価
は

実
際
に
参
拝
者
が
神
社
に
訪
れ
る
か
ど

う
か
の
意
思
決
定
の
材
料
に
な
る
反
面
、

名
誉
毀
損
や
侮
辱
，
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

侵
害
等
の
書
き
込
み
の
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
神
社
と
し
て
も
注
視
す
る
必
要
が

あ
る
。
神
社
か
ら
一
方
的
に
情
報
を
発

信
し
続
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
参
拝
者

の
意
志
や
感
情
を
積
極
的
に
収
集
す
る

取
り
組
み
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
た
の

だ
。
分
か
り
合
お
う
と
す
る
努
力
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
お
い
て
、
神
社
に
奉
職
す
る
職
員
ら

は
、
参
拝
者
と
の
会
話
を
よ
り
大
切
に

し
て
ほ
し
い
。
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
お
い
て
も
We
b
メ
デ
ィ
ア
で

も
大
切
な
の
は
「
通
じ
合
う
想
い
」
な

の
で
あ
る
。
神
社
が
持
つ
公
共
性
を
最

大
限
に
活
用
し
、
地
域
の
一
体
性
を
育

み
、
若
者
の
郷
土
意
識
を
高
め
、
伝
統

精
神
を
共
有
し
て
い
き
た
い
。

田
無
神
社
の
二
の
鳥
居
に
は
「
開
か

れ
た
神
社
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。「
開
か
れ
た
神
社
」
と

い
う
言
葉
は
、
先
代
宮
司
の
賀
陽
濟
が

約
10
年
前
に
創
っ
た
と
さ
れ
る
。
直
接

こ
の
言
葉
の
意
味
を
先
代
宮
司
か
ら
教

わ
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
二
つ
の
意
味

が
潜
ん
で
い
る
と
信
じ
て
い
る
。
一
つ

は
、
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
氏
子
・

崇
敬
者
に
寄
り
添
っ
た
神
社
で
あ
る
と

い
う
意
味
だ
。
も
う
一
つ
の
意
味
は
、

参
拝
者
に
と
っ
て
職
員
が
親
し
み
や
す

い
存
在
に
な
ろ
う
と
い
う
心
構
え
で
あ

る
。「
開
か
れ
た
神
社
」
と
い
う
言
葉

は
参
拝
者
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ

り
、
職
員
へ
向
け
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
田
無
神
社
に
奉

職
す
る
神
職
や
巫
女
、
筆
耕
ら
に
は
こ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
氏
子
・
崇
敬

者
と
心
を
響
か
せ
あ
い
、
互
い
に
理
解

し
、
よ
い
影
響
を
与
え
合
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
郷

土
を
愛
し
、
誇
り
も
持
つ
若
者
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
否
が
応

で
も
直
面
す
る
こ
と
と
な
る
「
多
死
社

会
」、
歴
史
上
前
例
の
な
い
「
超
高
齢

化
社
会
」、歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
「
過

疎
化
」
を
乗
り
越
え
た
い
。

都
内
の
市
区
町
村
で
観
光
協
会
の
設

立
が
進
む
な
ど
、
全
国
各
地
で
観
光
産

業
振
興
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
西
東
京
市
に
は
観
光
事

業
の
振
興
や
誘
致
を
担
う
「
観
光
課
」

は
な
い
し
、「
観
光
協
会
」
も
存
在
し

な
い
。
文
化
振
興
を
語
る
上
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
は
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

の
一
つ
で
あ
る
は
ず
だ
。
現
在
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。
今
後
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
反
動
や
令
和
７
年
（
２
０
２

５
）
に
開
催
予
定
の
大
阪
・
関
西
万
博

も
見
据
え
、
旅
行
者
数
は
徐
々
に
増
え

て
い
く
だ
ろ
う
。
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
は
外
国
人
需
要
は
欠
か
せ
な

い
し
、
他
国
か
ら
の
人
の
呼
び
込
み
は

地
域
の
資
源
を
再
発
見
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
。
今
後
、
西
東
京
市
に
は
外
国

人
観
光
者
を
も
て
な
す
取
り
組
み
が
期

待
さ
れ
る
。

観
光
課
あ
る
い
は
こ
れ
の
機
能
を
有

す
る
組
織
が
な
い
の
で
、
西
東
京
市
の

魅
力
は
、
市
外
、
他
県
の
人
々
に
も
十

分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
人
を
呼
び
込
む
こ
と
は
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域
に
活

力
を
与
え
る
効
果
が
あ
る
。
田
無
神
社

本
殿
・
拝
殿
は
東
京
都
指
定
文
化
財
、

田
無
神
社
参
集
殿
は
国
登
録
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
の
あ
る

建
造
物
や
街
並
み
は
、
そ
の
時
代
の
記

憶
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
貴
重
な
資
源
で

あ
る
。
こ
う
し
た
資
源
を
活
用
し
て
、

観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、
先
人

か
ら
受
け
継
い
だ
歴
史
や
文
化
な
ど
の

「
西
東
京
市
の
価
値
」
を
街
作
り
の
取

り
組
み
に
活
か
し
て
欲
し
い
。 

情
報
通

信
技
術
が
発
展
し
、
交
流
人
口
が
拡
大

す
る
現
代
に
あ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
枠
は
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
。
現
代

社
会
に
お
い
て
は
、
西
東
京
市
に
興
味

関
心
を
抱
い
て
く
れ
る
全
て
の
人
々
が

「
目
に
見
え
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の

メ
ン
バ
ー
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
市

民
ら
に
見
逃
さ
れ
て
い
る
観
光
資
源
を

す
ぐ
に
全
国
展
開
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
が
、
こ
れ
を
再
発
見
し
、
再
評
価
、

再
構
成
す
る
こ
と
で
徐
々
に
視
点
を
内

か
ら
外
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
西
東
京
市
に
は
、
自
然
、

文
化
、
歴
史
な
ど
地
域
の
資
源
を
活
か

し
た
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
街
作

り
を
期
待
し
た
い
。

日
本
文
化
は
、
あ
ら
た
め
て
言
う
ま

で
も
な
く
長
い
歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ

て
き
た
。
戦
後
我
が
国
は
、
世
界
に
類

の
な
い
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
た
が
、

や
や
も
す
る
と
物
質
的
繁
栄
に
の
み
目

が
奪
わ
れ
、
精
神
面
の
重
要
性
へ
の
認

識
が
希
薄
に
な
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ

る
。
今
日
の
日
本
は
、
飛
躍
的
な
発
展

を
遂
げ
、
国
民
の
生
活
水
準
も
著
し
く

向
上
し
た
反
面
、
敬
神
崇
祖
の
念
は
薄

ら
ぎ
、
若
者
は
疎
か
中
高
年
に
至
る
ま

で
偏
向
思
想
に
侵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
中
に
あ
っ
て
神
職
は
、
我
が
国

の
伝
統
、
文
化
、
郷
土
を
し
っ
か
り
と

守
り
伝
え
る
た
め
に
、
先
祖
か
ら
受
け

継
い
だ
日
本
人
の
心
を
正
し
く
後
世
に

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
社
の
祭

礼
を
通
し
て
日
本
の
伝
統
と
文
化
を
守

り
、
国
の
歴
史
に
誇
り
を
持
つ
次
世
代

を
育
成
す
る
使
命
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
緊
迫
し
た
中
国
を
は

じ
め
と
す
る
近
隣
諸
国
の
情
勢
や
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
コ
ロ
ナ
の
報
道

を
見
る
限
り
、
改
革
の
年
が
迫
っ
て
き

て
い
る
。
そ
れ
ら
に
振
り
回
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
ど
っ
し
り
と
構
え
時
代
の
潮

流
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
一

つ
一
つ
の
祭
儀
を
大
切
に
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
氏
子
と
の
交
流
を

積
極
的
に
図
り
、「
開
か
れ
た
神
社
」

を
目
指
し
て
参
り
た
い
。

本
書
の
購
入
に
は
、
別
添
の
チ
ラ
シ

に
記
載
さ
れ
て
い
る
①
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

申
込
み
、②
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
の
申

込
み
、③
神
社
授
与
所
で
の
頒
布
、
の

三
方
法
が
あ
り
ま
す
。
チ
ラ
シ
を
ご
確

認
い
た
だ
き
ご
都
合
の
よ
ろ
し
い
方
法

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
価
格
に
つ

き
ま
し
て
も
別
添
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

田無神社社報

⑨

『
写
真
と
資
料
で
見
る
田
無
神
社
』

  

購
入
方
法
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田無神社御遷座三五〇年記念誌　『写真と資料から見る田無神社』から




